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１．調査目的 

本調査は、阪南２区整備事業において、埋立工事が周辺海域に及ぼす影響を監視するこ

とを目的とする。 

 

２．調査日および調査内容 

調査日および調査内容を表２に示す。 

 

表 2 調査日および調査内容 

定点監視 補助監視

2月3日 ○ ○ 底質・底生生物、魚卵・稚仔魚

現場機器測定(水温、ｐＨ、塩分、ＤＯ、濁度）

漁獲対象動植物（刺し網設置)

2月6日 ○
漁獲対象動植物（刺し網回収、底引網の曳網）、
付着生物

採水・分析及び現場機器測定

(水温、ｐＨ、塩分、ＤＯ、濁度、流向・流速）

植物プランクトン、動物プランクトン

2月19日 ○ 現場機器測定(水温、ｐＨ、塩分、ＤＯ、濁度）

2月26日 ○ 現場機器測定(水温、ｐＨ、塩分、ＤＯ、濁度）

調査日 水生生物調査 調査内容
水質調査

底質調査

2月5日

2月10日 ○○○

○○

 
 

３．調査場所 

岸和田市岸之浦町地先の阪南 2 区周辺海域において、水質の定点監視は St.１～St.４

の４地点、補助監視は護岸開口部の St.S－１、St.S－２の２地点およびバックグラウン

ドを把握するため St.Ｂ－１～St.Ｂ－３の３地点で行った。 

底質の調査は St.１～St.４の４地点、水生生物の動植物プランクトン、魚卵・稚仔魚、

底生生物は St.１～St.４の４地点、付着生物は St.Ａ、St.Ｂの２地点、漁獲対象動植物

は St.イの１地点で行った。 

調査地点の緯度、経度を表３に、調査地点を図３に示す。 
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表３ 調査位置と調査内容 

北緯 東経

St.1 34°28′57" 135°20′57" ○ ○ ○

St.2 34°28′02" 135°20′42" ○ ○ ○

St.3 34°29′12" 135°21′43" ○ ○ ○

St.4 34°28′02" 135°21′22" ○ ○ ○

St.S-1 34°29′15" 135°21′21" ○

St.S-2 34°28′14" 135°20′46" ○

St.B-1 34°29′50" 135°21′11" ○

St.B-2 34°28′57" 135°20′31" ○

St.B-3 34°27′18" 135°20′55" ○

St.A 34°28′31" 135°20′55" ○

St.B 34°28′14" 135°21′27" ○

St.イ 34°29′05" 135°20′52" ○

底質
調査

付着生物

水生生物調査

動植物プラン
クトン、魚
卵・稚仔魚、
底生生物

調査位置

地点名

位置

水質調査

補助
監視

定点
監視

漁獲対象
動植物
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図３ 調査地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 調査地点 

【凡例】 
■：水質（定点監視）、底質、動植物プランク

トン、魚卵・稚仔魚、底生生物調査点 
●：水質（補助監視）調査点 
◆：付着生物調査点 
▲：漁獲対象動植物調査点 
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４．調査結果 

４－１ 水質調査結果 

４－１－１ 定点監視結果および環境基準との比較 

水質調査結果を表４－１－１－１～表４－１－１－２、現場機器測定結果を表４－１－

１－３、定点監視野帳を表４－１－１－４に示す。また、環境基準との比較を表４－１－

１－５～表４－１－１－６に示す。当調査海域の環境基準は、昭和 46 年環境庁告示第 59

号別表２「生活環境の保全に関する環境基準」の「２海域」における表アの C 類型、表

イのⅣ類型に該当する。 

 

１）調査地点の概況 

阪南２区の北側、阪南港第１区の窪地で浚渫土砂投入作業を実施していた。 

２）現場機器測定 

pH は、全地点全層において環境基準を満たしていた。 

DO は、全地点全層において環境基準を満たしていた。 

濁度は、全地点全層において特に高い値はみられなかった。 

３）採水分析項目 

SS は、St.4 の下層においてやや高い値がみられた。 

VSS は、St.4 の下層においてやや高い値がみられた。 

COD は、全地点全層において環境基準を満たしていた。 

全窒素は、全地点全層において環境基準を満たしていた。 

全リンは、全地点全層において環境基準を満たしていた。 

クロロフィルａは、全地点全層において特に高い値はみられなかった。 

「人の健康の保護に関する環境基準」項目の結果は、全項目において報告下限値未満で

あり、環境基準に適合していた。 

特殊項目の結果は、亜鉛を除いて報告下限値未満であった。 
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表４－１－１－１ 水質調査結果(定点監視) 

調査年月日：平成26年2月10日

項目＼地点番号 1 2 3 4 最小値 ～ 最大値 平均値

調査時刻 10:38 11:21 10:00 11:51

水温 上層 9.4 9.1 9.5 9.0   9.0   ～   9.5   9.3

（℃） 下層 9.7 9.4 9.9 9.2   9.2   ～   9.9   9.6

上層 31.7 31.3 31.5 31.1   31.1   ～   31.7   31.4

下層 31.8 31.6 31.8 31.5   31.5   ～   31.8   31.7

濁度 上層 2  2  2  2  2 ～ 2  2

度(ｶｵﾘﾝ) 下層 2  2  2  3  2 ～ 3  2

上層 8.2 8.3 8.2 8.3   8.2   ～   8.3   -

下層 8.2 8.2 8.2 8.3   8.2   ～   8.3   -

ＳＳ 上層 3 3 3 3 3 ～ 3  3

（mg/L） 下層 2 3 2 5 2 ～ 5  3

ＶＳＳ 上層 3 3 3 3 3 ～ 3  3

（mg/L） 下層 2 3 2 5 2 ～ 5  3

ＣＯＤ 上層 1.3 1.7 1.7 1.7 1.3 ～ 1.7 1.6

（mg/L） 下層 1.4 1.5 1.5 1.7 1.4 ～ 1.7 1.5

ＤＯ 上層 9.2 10 9.6 10 9.2 ～ 10.0 9.7

（mg/L） 下層 8.7 8.9 8.4 9.8 8.4 ～ 9.8 9.0

全窒素 上層  0.17  0.15  0.20  0.20  0.15 ～  0.20 0.18

（mg/L） 下層  0.19  0.19  0.22  0.18  0.18 ～  0.22 0.20

全リン 上層   0.014   0.014   0.013   0.012   0.012 ～   0.014 0.013

（mg/L） 下層   0.016   0.014   0.016   0.013   0.013 ～   0.016 0.015

ｸﾛﾛﾌｨﾙa 上層 5.5 4.7 5.8 4.1 4.1 ～ 5.8 5.0

（μg/L） 下層 4.3 6.2 3.9 7.2 3.9 ～ 7.2 5.4

測定層は上層：海面下1m、下層：海底面上2m

塩分

ｐＨ
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表４－１－１－２ 水質調査結果（健康項目等） 

 

単位 St.１ St.２ St.３ St.４

mg/L <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

mg/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

mg/L <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

mg/L <0.02 <0.02 <0.02 <0.02

mg/L <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

mg/L <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

mg/L <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002

mg/L <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004

mg/L <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

mg/L <0.004 <0.004 <0.004 <0.004

mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

mg/L <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006

mg/L <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

mg/L <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002

mg/L <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006

mg/L <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003

mg/L <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

mg/L <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

mg/L <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

mg/L <0.08 <0.08 <0.08 <0.08

mg/L <0.08 <0.08 <0.08 <0.08

mg/L <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

mg/L <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

mg/L 0.008 0.007 0.0 0.0

mg/L <0.08 <0.08 <0.08 <0.08

mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

mg/L <0.03 <0.03 <0.03 <0.03

mg/L <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

総水銀

項目＼調査地点

砒素

六価クロム

鉛

全シアン

カドミウム

アルキル水銀

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

PCB

ジクロロメタン

四塩化炭素

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ

ベンゼン

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ

調査年月日　: 平成26年2月10日

フェノール類

銅

亜鉛

セレン

硝酸性窒素

亜硝酸性窒素

チウラム

シマジン

チオベンカルブ

溶解性鉄

溶解性マンガン

全クロム

n-ヘキサン抽出物質  
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表４－１－１－３ 現場機器測定結果 

 
調査年月日：

調査地点 １ 調査地点 ２

時刻 10:38 時刻 11:21

水深(ｍ) 12.2 水深(ｍ) 13.6

項目
水温 塩分 ｐＨ ＤＯ ＤＯ 濁度

項目
水温 塩分 ｐＨ ＤＯ ＤＯ 濁度

層(ｍ) （℃) （－) (㎎/L) (％)  (度(ｶｵﾘﾝ)) 層(ｍ) （℃) （－) (㎎/L) (％)  (度(ｶｵﾘﾝ))

0.5 9.4 31.7 8.2 9.2 99 2 0.5 9.1 31.3 8.3 10 108 2

1.0 9.4 31.7 8.2 9.2 99 2 1.0 9.1 31.3 8.3 10 109 2

2.0 9.4 31.7 8.2 9.2 99 2 2.0 9.1 31.3 8.3 10 108 2

3.0 9.4 31.7 8.2 9.2 99 2 3.0 9.1 31.3 8.3 10 108 2

4.0 9.4 31.7 8.2 9.2 99 2 4.0 9.1 31.3 8.3 10 108 2

5.0 9.4 31.7 8.2 9.2 99 2 5.0 9.2 31.4 8.3 10 108 2

6.0 9.5 31.7 8.2 9.1 98 2 6.0 9.3 31.5 8.2 9.8 105 2

7.0 9.6 31.7 8.2 8.9 96 2 7.0 9.4 31.6 8.2 9.7 104 2

8.0 9.6 31.8 8.2 8.8 95 2 8.0 9.4 31.6 8.2 9.4 101 2

9.0 9.7 31.8 8.2 8.7 94 2 9.0 9.4 31.6 8.2 9.2 99 2

10.0 9.7 31.8 8.2 8.7 94 3 10.0 9.4 31.6 8.2 9.1 98 2

11.0 - - - - - - 11.0 9.3 31.6 8.2 9.1 98 2

12.0 - - - - - - 12.0 - - - - - -

13.0 - - - - - - 13.0 - - - - - -

14.0 - - - - - - 14.0 - - - - - -

15.0 - - - - - - 15.0 - - - - - -

B-2.0 9.7 31.8 8.2 8.7 94 2 B-2.0 9.4 31.6 8.2 8.9 96 2

B-1.0 9.7 31.8 8.2 8.7 94 2 B-1.0 9.5 31.7 8.2 8.7 94 2

B-0.5 9.7 31.8 8.2 8.7 94 2 B-0.5 9.5 31.7 8.2 8.7 94 2

調査地点 ３ 調査地点 ４

時刻 10:00 時刻 11:51

水深(ｍ) 8.3 水深(ｍ) 11.4

項目
水温 塩分 ｐＨ ＤＯ ＤＯ 濁度

項目
水温 塩分 ｐＨ ＤＯ ＤＯ 濁度

層(ｍ) （℃) （－) (㎎/L) (％)  (度(ｶｵﾘﾝ)) 層(ｍ) （℃) （－) (㎎/L) (％)  (度(ｶｵﾘﾝ))

0.5 9.4 31.5 8.3 9.7 104 2 0.5 8.9 31.0 8.3 10 110 2

1.0 9.5 31.5 8.2 9.6 103 2 1.0 9.0 31.1 8.3 10 110 2

2.0 9.5 31.6 8.2 9.4 101 2 2.0 9.0 31.1 8.3 10 109 2

3.0 9.6 31.6 8.2 9.0 97 2 3.0 9.0 31.1 8.3 10 109 2

4.0 9.7 31.7 8.2 8.8 95 2 4.0 9.1 31.3 8.3 10 109 2

5.0 9.7 31.7 8.2 8.8 95 2 5.0 9.2 31.4 8.3 10 108 2

6.0 9.8 31.8 8.2 8.5 92 2 6.0 9.2 31.4 8.3 10 107 3

7.0 - - - - - - 7.0 9.2 31.4 8.3 10 107 3

8.0 - - - - - - 8.0 9.2 31.5 8.3 9.9 106 3

9.0 - - - - - - 9.0 9.2 31.5 8.3 9.9 106 3

10.0 - - - - - - 10.0 - - - - - -

11.0 - - - - - - 11.0 - - - - - -

12.0 - - - - - - 12.0 - - - - - -

13.0 - - - - - - 13.0 - - - - - -

14.0 - - - - - - 14.0 - - - - - -

15.0 - - - - - - 15.0 - - - - - -

B-2.0 9.9 31.8 8.2 8.4 91 2 B-2.0 9.2 31.5 8.3 9.8 105 3

B-1.0 9.9 31.8 8.2 8.4 91 2 B-1.0 9.2 31.5 8.3 9.7 104 4

B-0.5 9.9 31.8 8.2 8.4 91 2 B-0.5 9.2 31.5 8.2 9.7 104 4

平成26年2月10日
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表４－１－１－４ 定点監視野帳 

 

調査地点

項目 層 St.1 St.2 St.3 St.4

調査日 2月10日 2月10日 2月10日 2月10日

調査開始時刻 10:38 11:21 10:00 11:51

天気・雲量 曇・10 曇・10 曇・10 曇・10

風向・風力 NNE・3 NNE・3 NE・2 NNE・3

風浪階級 3 3 1 3

気温 ℃ 5.5    5.5    5.5    5.5    

水深 ｍ 12.2    13.6    8.3    11.4    

透明度 ｍ 4.6    3.6    4.3    4.2    

水色 graysh olive graysh olive graysh olive graysh olive

green green green green

(ﾏﾝｾﾙ値) (5GY3/3) (5GY3/3) (5GY3/3) (5GY3/3)

赤潮の有無 無 無 無 無

油膜の有無 無 無 無 無

水温 ℃ 上 9.4    9.1    9.5    9.0    

下 9.7    9.4    9.9    9.2    

透視度 度 上 >50      >50      >50      >50      

下 >50      >50      >50      >50      

流速 cm/sec 上 19.2    11.1    14.3    20.1    

下 17.2    12.6    6.3    12.9    

流向 （°） 上 281    119    312    196    

下 147    139    168    303    

注：測定層は、上層は海面下1.0m、下層は海底上2.0m。  
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表４－１－１－５ 定点監視調査結果と環境基準との比較 

 

調査年月日　: 平成26年2月10日

St.１ St.２ St.３ St.４ 環境基準値
注）

上層 ○ ○ ○ ○

下層 ○ ○ ○ ○

上層 ○ ○ ○ ○

下層 ○ ○ ○ ○

上層 ○ ○ ○ ○

下層 ○ ○ ○ ○

上層 ○ ○ ○ ○

下層 ○ ○ ○ ○

上層 ○ ○ ○ ○

下層 ○ ○ ○ ○

pH

項目＼地点番号

7.0以上8.3以下

2mg/L　以上

8mg/L　以下

DO

COD

全リン

全窒素

0.09mg/L　以下

1mg/L　以下

 

備考）○：基準内   ×：基準外 

注）環境基準値は「生活環境の保全に関する環境基準」による。当調査海域は C 類型、Ⅳ類型に該当。 
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表４－１－１－６ 定点監視調査結果と環境基準との比較 

 

St.１ St.２ St.３ St.４ 環境基準値
注1）

○ ○ ○ ○ 0.003mg/L以下

○ ○ ○ ○ 検出されないこと
注2)

○ ○ ○ ○ 0.01mg/L以下

○ ○ ○ ○ 0.05mg/L以下

○ ○ ○ ○ 0.01mg/L以下

○ ○ ○ ○ 0.0005mg/L以下

○ ○ ○ ○ 検出されないこと

○ ○ ○ ○ 検出されないこと

○ ○ ○ ○ 0.02mg/L以下

○ ○ ○ ○ 0.002mg/L以下

○ ○ ○ ○ 0.004mg/L以下

○ ○ ○ ○ 0.1mg/L以下

○ ○ ○ ○ 0.04mg/L以下

○ ○ ○ ○ 1mg/L以下

○ ○ ○ ○ 0.006mg/L以下

○ ○ ○ ○ 0.03mg/L以下

○ ○ ○ ○ 0.01mg/L以下

○ ○ ○ ○ 0.002mg/L以下

○ ○ ○ ○ 0.006mg/L以下

○ ○ ○ ○ 0.003mg/L以下

○ ○ ○ ○ 0.02mg/L以下

○ ○ ○ ○ 0.01mg/L以下

○ ○ ○ ○ 0.01mg/L以下

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○
10mg/L以下

ベンゼン

セレン

硝酸性窒素

亜硝酸性窒素

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ

チウラム

シマジン

チオベンカルブ

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

アルキル水銀

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

PCB

ジクロロメタン

四塩化炭素

六価クロム

鉛

全シアン

カドミウム

総水銀

項目＼地点番号

砒素

調査年月日　: 平成26年2月10日

 

備考）○：基準内  ×：基準外 

注１） 環境基準値は「人の健康の保護に関する環境基準」による。 

注２） 「検出されないこと」とは、分析方法に掲げる方法により分析した場合において、

その結果が当該方法の定量下限値を下回ることをいう。 
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４－１－２ 補助監視結果および環境基準、監視基準との比較 

水質調査結果を表４－１－２－１～表４－１－２－４、補助監視野帳を表４－１－２－

５～表４－１－２－８に示す。また、環境基準との比較を表４－１－２－９、監視基準と

の比較を表４－１－２－10 に示す。 

なお、護岸開口部の St.Ｓ－１と St.Ｓ－２における濁度の監視基準は、バックグラウ

ンドの最低値との差が上層は＋３度（カオリン）未満、下層は＋11 度（カオリン）未満

としている。 

 

・ ２月５日 

１）調査地点の概況 

特記事項はなし。 

２）現場機器測定 

ｐＨは、全地点全層において環境基準を満たしていた。 

ＤＯは、全地点全層において環境基準を満たしていた。 

濁度は、全地点全層において特に高い値はみられず、護岸開口部で監視基準値を超える

濁りはみられなかった。 

 

２月１０日 

１）調査地点の概況 

阪南２区の北側、阪南港第１区の窪地で浚渫土砂投入作業を実施していた。 

２）現場機器測定 

ｐＨは、全地点全層において環境基準を満たしていた。 

ＤＯは、全地点全層において環境基準を満たしていた。 

濁度は、全地点全層において特に高い値はみられず、護岸開口部で監視基準値を超える

濁りはみられなかった。 

３）採水分析項目 

ＳＳは、全地点全層において特に高い値はみられなかった。 

ＶＳＳは、全地点全層において特に高い値はみられなかった。 

 

・ ２月１９日 

１）調査地点の概況 

特記事項はなし。 

２）現場機器測定 

ｐＨは、全地点全層において環境基準を満たしていなかった。 

ＤＯは、全地点全層において環境基準を満たしていた。 

濁度は、全地点全層において特に高い値はみられず、護岸開口部で監視基準値を超える
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濁りはみられなかった。 

 

・ ２月２６日 

１）調査地点の概況 

特記事項はなし。 

２）現場機器測定 

ｐＨは、全地点全層において環境基準を満たしていなかった。 

ＤＯは、全地点全層において環境基準を満たしていた。 

濁度は、全地点全層において特に高い値はみられず、護岸開口部で監視基準値を超える

濁りはみられなかった。 
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表４－１－２－１ 水質調査結果(補助監視地点) 

最小値 ～ 最大値 平均値

10 ： 17 10 ： 03 － 09 ： 36 09 ： 48 09 ： 56 －

水温 上層 10.1 ～ 10.3 10.2

（℃） 下層 10.1 ～ 10.3 10.2

塩分 上層 31.6 ～ 31.7 31.6

下層 31.7 ～ 31.7 31.6

濁度 上層 2 ～ 2 2

度(ｶｵﾘﾝ) 下層 2 ～ 2 2

ｐＨ 上層 8.2 ～ 8.2 －

下層 8.2 ～ 8.2 －

測定層は上層：海面下1ｍ、下層：海底上2ｍ

10.2 10.2

10.2

31.7

10.3

31.6

8.3

2

2

8.28.2

8.2

10.2

10.2

31.6

31.6

2

2

31.7

8.2

31.6

2

2

8.2

10.1

10.1

31.6

31.7

備　　　　考

2

8.2

2

8.2

8.2 8.2

2

2

調査時刻

項目＼地点番号

調査年月日　: 平成26年2月5日

Ｂ－３Ｓ－１ Ｓ－２ Ｂ－１ Ｂ－２

10.3

10.3

31.7

31.7
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表４－１－２－２ 水質調査結果(補助監視地点) 

最小値 ～ 最大値 平均値

09 ： 35 09 ： 23 － 08 ： 48 08 ： 59 09 ： 12 －

水温 上層 9.1 ～ 9.2 9.3

（℃） 下層 8.9 ～ 9.8 9.5

塩分 上層 31.5 ～ 31.5 31.6

下層 31.5 ～ 31.8 31.7

濁度 上層 2 ～ 2 2

度(ｶｵﾘﾝ) 下層 2 ～ 2 2

ｐＨ 上層 8.2 ～ 8.3 －

下層 8.2 ～ 8.3 －

上層 2 ～ 2 2

下層 2 ～ 2 3

上層 2 ～ 2 2

下層 2 ～ 2 3

測定層は上層：海面下1ｍ、下層：海底上2ｍ

備　　　　考

調査時刻

項目＼地点番号

調査年月日　: 平成26年2月10日

9.1

9.8

31.5

31.8

2

2

8.2

8.2

9.2

8.9

31.5

31.5

2

2

8.3

8.3

9.4

9.8

31.6

31.8

2

2

8.2

8.2

Ｂ－３

8.2

8.3

9.4

9.7

31.7

31.8

2

3

31.5

Ｓ－１ Ｓ－２ Ｂ－１ Ｂ－２

8.2

9.1

9.1

31.5

8.3

2

2

SS(mg/L)　
2 2 2 2 3

2 2 2 3 3

VSS(mg/L)
2 2 2 2 3

2 2 2 3 3



 

15

表４－１－２－３ 水質調査結果(補助監視地点) 

 

最小値 ～ 最大値 平均値

09 ： 42 09 ： 30 － 09 ： 03 09 ： 12 09 ： 22 －

水温 上層 8.4 ～ 8.6 8.7

（℃） 下層 8.7 ～ 9.3 8.9

塩分 上層 31.4 ～ 31.4 31.6

下層 31.7 ～ 32.0 31.7

濁度 上層 <1 ～ <1 <1

度(ｶｵﾘﾝ) 下層 <1 ～ 1 1

ｐＨ 上層 8.4 ～ 8.4 －

下層 8.4 ～ 8.4 －

測定層は上層：海面下1ｍ、下層：海底上2ｍ

8.8 8.2

8.2

31.2

9.3

31.7

8.4

<1

<1

8.48.4

8.4

9.0

9.2

31.8

32.0

<1

1

31.2

8.4

32.0

<1

<1

8.4

8.4

8.7

31.4

31.7

備　　　　考

<1

8.4

1

8.4

8.4 8.4

<1

<1

調査時刻

項目＼地点番号

調査年月日　: 平成26年2月19日

Ｂ－３Ｓ－１ Ｓ－２ Ｂ－１ Ｂ－２

8.6

9.3

31.4

32.0
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表４－１－２－４ 水質調査結果(補助監視地点) 

 

最小値 ～ 最大値 平均値

09 ： 37 09 ： 27 － 09 ： 00 09 ： 10 09 ： 20 －

水温 上層 9.1 ～ 9.8 9.3

（℃） 下層 9.4 ～ 9.5 9.4

塩分 上層 31.4 ～ 31.7 31.3

下層 32.0 ～ 32.1 32.1

濁度 上層 <1 ～ <1 <1

度(ｶｵﾘﾝ) 下層 <1 ～ <1 1

ｐＨ 上層 8.4 ～ 8.5 －

下層 8.4 ～ 8.4 －

測定層は上層：海面下1ｍ、下層：海底上2ｍ

9.1

9.5

31.7

32.1

調査時刻

項目＼地点番号

調査年月日　: 平成26年2月26日

Ｂ－３Ｓ－１ Ｓ－２ Ｂ－１ Ｂ－２

備　　　　考

<1

8.4

<1

8.4

8.4 8.4

<1

<1

9.8

9.4

31.4

32.0 32.2

<1

<1

8.48.5

8.4

9.1

9.4

31.0

32.2

<1

1

32.0

8.4

8.5

<1

1

8.5

9.5 9.3

9.4

31.2

9.4

31.7
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表４－１－２－５ 補助監視野帳 

10 ： 17 10 ： 03 09 ： 36 09 ： 48 09 ： 56

晴 ・ 5 晴 ・ 5 晴 ・ 5 晴 ・ 5 晴 ・ 5

NNW ・ 4 NNW ・ 4 NW ・ 4 NW ・ 4 NW ・ 3

上層

下層

上層

下層

上層

下層

ＤＯ 上層

(mg/L) 下層

ＤＯ飽和度 上層

(%) 下層

濁度 上層

度(ｶｵﾘﾝ) 下層

濁度 上層

(BGとの差) 下層

測定層は上層：海面下1ｍ、下層：海底上2ｍ
濁度（ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ値との差）は、「各点各層濁度」-「ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞの濁度最小値」とし、
下限値未満（<1)は「１」として計算した。
濁度の監視基準（ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ値との差）は、上層が3度・ｶｵﾘﾝ未満、下層が11度・ｶｵﾘﾝ未満

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ(BG)値=

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ(BG)値=

調査地点

調査開始時刻

風向・風力

風浪階級

気温（℃）

水深（ｍ）

透明度（ｍ）

Ｂ－３

平成26年2月5日

天気・雲量

Ｂ－１ Ｂ－２Ｓ－１ Ｓ－２

水色

(マンセル値)

赤潮の状態

油膜の有無

水温(℃)

ｐＨ

塩　分

3

3.4

5G2.4/3

11.0

4.6

dark

green

無

無

10.3

10.3

8.2

101

9.2

101

8.2

31.7

31.7

9.2

2

2

 0

 0

2

3.4

10.9

5.0

dark

green

5G2.4/3

無

無

10.1

10.1

8.2

8.2

31.6

31.7

9.2

9.5

101

104

2

2

 0

 0

3

3.4

13.2

4.5

dark

green

5G2.4/3

無

無

10.2

10.3

8.2

8.2

31.6

31.6

9.1

9.0

100

99

2

2

3

3.5

13.5

4.0

dark

green

5G2.4/3

無

無

10.2

10.2

8.2

8.2

31.6

31.6

9.4

9.2

103

101

2

2

2

3.5

7.8

4.2

dark

green

5G2.4/3

無

無

10.2

10.2

8.3

8.2

31.7

31.7

9.7

9.8

106

2

107

2

2

2
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表４－１－２－６ 補助監視野帳 

09 ： 35 09 ： 23 08 ： 48 08 ： 59 09 ： 12

曇 ・ 10 曇 ・ 10 曇 ・ 10 曇 ・ 10 曇 ・ 10

NE ・ 2 NE ・ 2 NE ・ 2 NE ・ 2 NE ・ 2

上層

下層

上層

下層

上層

下層

ＤＯ 上層

(mg/L) 下層

ＤＯ飽和度 上層

(%) 下層

濁度 上層

度(ｶｵﾘﾝ) 下層

濁度 上層

(BGとの差) 下層

測定層は上層：海面下1ｍ、下層：海底上2ｍ
濁度（ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ値との差）は、「各点各層濁度」-「ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞの濁度最小値」とし、
下限値未満（<1)は「１」として計算した。
濁度の監視基準（ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ値との差）は、上層が3度・ｶｵﾘﾝ未満、下層が11度・ｶｵﾘﾝ未満

9.9

9.8

106

2

105

2

2

2

8.3

8.3

31.5

31.5

無

無

9.1

9.1

2

3

1

5.0

7.2

4.5

grayish

olive

green

5GY3/3

9.0

8.7

97

94

8.2

8.2

31.7

31.8

無

無

9.4

9.7

2

2

1

5.0

13.4

4.6

grayish

olive

green

5GY3/3

9.0

8.6

97

93

8.2

8.2

31.6

31.8

無

無

9.4

9.8

grayish

olive

green

5GY3/3

1

5.0

13.1

4.3

2

2

 0

 0

9.7

9.8

104

104

8.3

8.3

31.5

31.5

無

無

9.2

8.9

grayish

olive

green

5GY3/3

1

5.0

10.3

4.6

2

2

 0

 0

8.2

91

8.4

95

8.2

31.5

31.8

8.9

無

無

9.1

9.8

1

5.0

green

5GY3/3

10.5

4.5

grayish

olive

油膜の有無

水温(℃)

ｐＨ

塩　分

水色

(マンセル値)

赤潮の状態

Ｂ－３

平成26年2月10日

天気・雲量

Ｂ－１ Ｂ－２Ｓ－１ Ｓ－２

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ(BG)値=

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ(BG)値=

調査地点

調査開始時刻

風向・風力

風浪階級

気温（℃）

水深（ｍ）

透明度（ｍ）
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表４－１－２－７ 補助監視野帳 

09 ： 42 09 ： 30 09 ： 03 09 ： 12 09 ： 22

曇 ・ 10 曇 ・ 10 曇 ・ 10 曇 ・ 10 曇 ・ 10

NNE ・ 4 N ・ 4 NNE ・ 4 N ・ 4 N ・ 3

上層

下層

上層

下層

上層

下層

ＤＯ 上層

(mg/L) 下層

ＤＯ飽和度 上層

(%) 下層

濁度 上層

度(ｶｵﾘﾝ) 下層

濁度 上層

(BGとの差) 下層

測定層は上層：海面下1ｍ、下層：海底上2ｍ
濁度（ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ値との差）は、「各点各層濁度」-「ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞの濁度最小値」とし、
下限値未満（<1)は「１」として計算した。
濁度の監視基準（ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ値との差）は、上層が3度・ｶｵﾘﾝ未満、下層が11度・ｶｵﾘﾝ未満

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ(BG)値=

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ(BG)値=

調査地点

調査開始時刻

風向・風力

風浪階級

気温（℃）

水深（ｍ）

透明度（ｍ）

Ｂ－３

平成26年2月19日

天気・雲量

Ｂ－１ Ｂ－２Ｓ－１ Ｓ－２

水色

(マンセル値)

赤潮の状態

油膜の有無

水温(℃)

ｐＨ

塩　分

3

3.8

green

10G3/7

11.6

5.2

deep

bluish

無

無

8.6

9.3

8.4

95

8.8

95

8.4

31.4

32.0

9.0

<1

1

 0

 0

3

3.7

11.2

5.2

dark

blue

green

5BG2.4/3

無

無

8.4

8.7

8.4

8.4

31.4

31.7

9.3

9.1

98

96

<1

<1

 0

 0

3

3.7

13.5

5.5

deep

bluish

green

10G3/7

無

無

8.8

9.3

8.4

8.4

31.7

32.0

8.8

9.2

93

99

<1

<1

3

3.8

13.5

5.5

deep

bluish

green

10G3/7

無

無

9.0

9.2

8.4

8.4

31.8

32.0

8.8

9.1

94

98

<1

1

2

3.8

8.5

4.9

dark

green

5G2.4/3

無

無

8.2

8.2

8.4

8.4

31.2

31.2

9.4

9.6

98

<1

100

<1

<1

<1
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表４－１－２－８ 補助監視野帳 

09 ： 37 09 ： 27 09 ： 00 09 ： 10 09 ： 20

晴 ・ 4 晴 ・ 4 晴 ・ 4 晴 ・ 4 晴 ・ 3

ENE ・ 3 E ・ 3 E ・ 3 E ・ 3 NE ・ 3

上層

下層

上層

下層

上層

下層

ＤＯ 上層

(mg/L) 下層

ＤＯ飽和度 上層

(%) 下層

濁度 上層

度(ｶｵﾘﾝ) 下層

濁度 上層

(BGとの差) 下層

測定層は上層：海面下1ｍ、下層：海底上2ｍ
濁度（ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ値との差）は、「各点各層濁度」-「ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞの濁度最小値」とし、
下限値未満（<1)は「１」として計算した。
濁度の監視基準（ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ値との差）は、上層が3度・ｶｵﾘﾝ未満、下層が11度・ｶｵﾘﾝ未満

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ(BG)値=

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ(BG)値=

調査地点

調査開始時刻

風向・風力

風浪階級

気温（℃）

水深（ｍ）

透明度（ｍ）

Ｂ－３

平成26年2月26日

天気・雲量

Ｂ－１ Ｂ－２Ｓ－１ Ｓ－２

水色

(マンセル値)

赤潮の状態

油膜の有無

水温(℃)

ｐＨ

塩　分

1

7.7

5G2.4/3

11.1

4.3

dark

green

無

無

9.1

9.5

8.4

96

8.9

101

8.4

31.7

32.1

9.4

<1

<1

 0

 0

1

7.4

10.4

3.8

dark

green

5G2.4/3

無

無

9.8

9.4

8.5

8.4

31.4

32.0

10

9.2

115

99

<1

<1

 0

 0

1

7.9

13.2

3.9

dark

green

5G2.4/3

無

無

9.5

9.4

8.4

8.4

31.7

32.2

9.8

8.8

106

95

<1

<1

1

7.5

13.4

3.9

dark

green

5G2.4/3

無

無

9.1

9.4

8.5

8.4

31.0

32.2

10

8.9

110

96

<1

1

1

7.9

7.2

4.2

dark

green

5G2.4/3

無

無

9.3

9.4

8.5

8.4

31.2

32.0

10

8.9

110

<1

96

<1

1

<1
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表４－１－２－９ 補助監視調査結果の環境基準との比較 

 

調査日 S－１ S－２ B-1 B-2 B-3

上層 ○ ○ ○ ○ ○

下層 ○ ○ ○ ○ ○

上層 ○ ○ ○ ○ ○

下層 ○ ○ ○ ○ ○

上層 ○ ○ ○ ○ ○

下層 ○ ○ ○ ○ ○

上層 ○ ○ ○ ○ ○

下層 ○ ○ ○ ○ ○

上層 × × × × ×

下層 × × × × ×

上層 ○ ○ ○ ○ ○

下層 ○ ○ ○ ○ ○

上層 × × × × ×

下層 × × × × ×

上層 ○ ○ ○ ○ ○

下層 ○ ○ ○ ○ ○

2月10日

2月5日

項目＼地点番号

pH

DO

pH

DO

2月26日

pH

DO

2月19日

pH

DO

 

備考）○：基準内   ×基準外 

注）環境基準値は「生活環境の保全に関する環境基準」による。当調査海域は C 類型、Ⅳ類型に該当。 

pH：7.0 以上 8.3 以下  DO：２mg/L 以上 
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表４－１－２－10 補助監視点の濁度(バックグラウンド値との差) 

 

調査日 項目＼地点番号 S－１ 評価 S－２ 評価 バックグラウンド(BG)値

上層  0 ○  0 ○ 2

下層  0 ○  0 ○ 2

上層  0 ○  0 ○ 2

下層  0 ○  0 ○ 2

上層  0 ○  0 ○ <1

下層  0 ○  0 ○ <1

上層  0 ○  0 ○ <1

下層  0 ○  0 ○ <1

2月10日

2月5日

2月26日

2月19日

 

備考）○：基準内   ×基準外 

注 ）濁度（BG との差）の計算は、「各点各層濁度」－「バックグラウンドの濁度最小値」とし、下限値未満（＜１）は「１」として計算した。 
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４－２ 底質調査結果 

底質調査結果のうち、含有試験の結果を表４－２－１、溶出試験の結果を表４－２－２に

示す。 

粒度組成の結果は、St.３は砂分が高く、St.２、St.４はシルト分および粘土分が高い土質

であり、St.１は砂分・礫分とシルト分・粘土分が同程度の土質であった。 

その他の項目では、特に高い値はみられなかった。 

水底土砂に係る判定基準項目の分析結果は、全地点でフッ化物以外の項目において報告下

限値未満であり、フッ化物を含めて水底土砂の判定基準未満であった 
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表４－２－１ 底質（含有試験）調査結果 

St.１ St.２ St.３ St.４ 最小値 ～ 最大値 平均値

10:15 11:08 9:20 11:55 － -

粗礫分（19～75mm） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 ～ 0.0 0.0

中礫分（4.75～19mm） 1.2 1.2 1.7 1.2 1.2 ～ 1.7 1.3

細礫分（2.00～4.75mm） 6.1 3.3 11.6 5.3 3.3 ～ 11.6 6.6

粗砂分（0.850～2.00mm） 8.5 2.9 12.4 3.2 2.9 ～ 12.4 6.8

中砂分（0.250～0.850mm） 18.3 5.9 41.8 4.9 4.9 ～ 41.8 17.7

細砂分（0.075～0.250mm） 15.4 8.4 23.0 4.4 4.4 ～ 23.0 12.8

ｼﾙﾄ分（0,005～0.075mm） 24.7 26.7 3.7 24.6 3.7 ～ 26.7 19.9

粘土分（0.005mm以下） 25.8 51.6 5.8 56.4 5.8 ～ 56.4 34.9

7.3 17 3.1 26 3.1 ～ 26.0 13

0.13 0.50 0.04 0.82 0.04 ～ 0.82 0.37

0.82 2.0 0.32 2.4 0.32 ～ 2.4 1.4

0.20 0.34 0.12 0.44 0.12 ～ 0.44 0.28

2.9 8.0 1.8 9.2 1.8 ～ 9.2 5.5

46.7 66.2 23.2 71.2 23.2 ～ 71.2 51.8

7.4 7.5 7.6 7.7 7.4 ～ 7.7 7.6

0.10 0.05 0.03 0.08 0.03 ～ 0.10 0.07

<0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 ～ <0.01 <0.01

<4 <4 <4 <4 <4 ～ <4 <4

<0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 ～ <0.5 <0.5

61 -91 190 -165 -165 ～ 190 -1

注1) 酸化還元電位の値は、標準水素電極の値に換算したものである。

COD（mg/g 乾泥）

調査年月日　: 平成26年2月3日

粒
度
組
成
（

％
）

項目＼地点番号

調査時刻

全硫化物（mg/g 乾泥）

全窒素（mg/g 乾泥）

全リン（mg/g 乾泥）

強熱減量（％）

ノルマルヘキサン抽出物質(mg/g)

酸化還元電位（mV）

含水率（％）

pH

総水銀(mg/kg)

PCB(mg/kg)

有機塩素化合物(mg/kg)
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表４－２－２ 底質（溶出試験）調査結果 

項目＼地点番号 単位 St.１ St.２ St.３ St.４

アルキル水銀化合物 mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

水銀又はその化合物 mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

カドミウム又はその化合物 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

鉛又はその化合物 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

有機りん化合物 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

六価クロム化合物 mg/L <0.02 <0.02 <0.02 <0.02

砒素又はその化合物 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

シアン化合物 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

PCB mg/L <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

銅又はその化合物 mg/L <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

亜鉛又はその化合物 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

フッ化物 mg/L 0.3 0.4 0.1 0.4

トリクロロエチレン mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

テトラクロロエチレン mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

ベリリウム又はその化合物 mg/L <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

クロム又はその化合物 mg/L <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ニッケル又はその化合物 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

バナジウム又はその化合物 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

ジクロロメタン mg/L <0.02 <0.02 <0.02 <0.02

四塩化炭素 mg/L <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

1,2-ジクロロエタン mg/L <0.004 <0.004 <0.004 <0.004

1,1-ジクロロエチレン mg/L <0.02 <0.02 <0.02 <0.02

シス-1,2-ジクロロエチレン mg/L <0.04 <0.04 <0.04 <0.04

1,1,1-トリクロロエタン mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

1,1,2-トリクロロエタン mg/L <0.006 <0.006 <0.006 <0.006

1,3-ジクロロプロペン mg/L <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

チウラム mg/L <0.006 <0.006 <0.006 <0.006

シマジン mg/L <0.003 <0.003 <0.003 <0.003

チオベンカルブ mg/L <0.02 <0.02 <0.02 <0.02

ベンゼン mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

セレン又はその化合物 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

調査年月日　: 平成26年2月3日
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表４－２－３ 底質調査野帳 
 

雲 ・ 10 雲 ・ 10 雲 ・ 10 雲 ・ 10

WSW ・ 1 - ・ 0 - ・ 0 N ・ 1

臭　　　気

泥温　(℃)

13.3

夾　雑　物

10:15 11:08

10G3/2

砂混じりシルト

10Y3/1

olive

black

特記事項

調　査　点

調査開始時刻

天気・雲量

風向・風力

風浪階級

気温　(℃)

水深　(m)

泥　　　色

性　　　状

7.5Y3/2

1 2

無

10.9

微硫化水素臭

11.3

1

12.2

4

0

9.9

9.6

3

1

11.9

14.0

11:559:20

貝殻片 貝殻片

-9161

11.3

シルト

10GY2/1

貝殻片

olive

black

olive

black

貝殻片

black

-165190

平成26年2月3日調査年月日：

ＯＲＰ　(mV)

0

greenish

11.8

14.4

弱硫化水素集

11.3

礫混じりシルト 礫混じり砂

強硫化水素臭
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４－３ 水生生物調査結果 

４－３－１ 植物プランクトン調査結果 

植物プランクトン調査結果の概要を表４－３－１－１、出現種一覧表を表４－３－１－

２、出現種ごとの細胞数を表４－３－１－３、水平分布を図４－３－１に示す。 

上層の種類数は 16～22 種類の範囲にあり、St.１で最も多かった。総種類数は 30 種類

であった。下層の種類数は 17～22 種類の範囲にあり、St.２で最も多かった。総種類数は

35 種類であった。 

上層の細胞数は 273,120～1,915,840 細胞/L の範囲にあり、St.１で最も多かった。全

地点の平均細胞数は 1,005,400 細胞/L であった。下層の細胞数は 315,760～1,981,120 細

胞/L の範囲にあり、St.１で最も多かった。全地点の平均細胞数は 892,840 細胞/L であっ

た。 

上層の沈殿量は 0.10～0.10mL/L の範囲にあった。下層の沈殿量は 0.10～0.20mL/L の範

囲にあった。 

主要種は各調査点の上層、下層ともに珪藻綱の Skeletonema costatum（ｽｹﾚﾄﾈﾏ ｺｽﾀﾂﾑ）

であり、全地点平均で Skeletonema costatum（ｽｹﾚﾄﾈﾏ ｺｽﾀﾂﾑ）が上層で 95.2％、下層で

97.1％を占めていた。 

主要種は内湾から沿岸域で普通にみられる種類である。 

 

４－３－２ 動物プランクトン調査結果 

動物プランクトン調査結果の概要を表４－３－２－１、出現種一覧を表４－３－２－２、

出現種ごとの個体数を表４－３－２－３、水平分布を図４－３－２に示す。 

種類数は 20～22 種類の範囲にあり、St.２と St.４で最も多かった。総種類数は 29 種

類であった。 

個体数は 9,031～14,235 個体/m3の範囲にあり、St.１で最も多かった。全地点の平均個

体数は 11,043 個体/m3であった。 

沈殿量は 6.7～9.2mL/m3 の範囲にあり、St.４で最も多かった。全地点の平均沈殿量は

8.0mL/m3であった。 

主要種は各調査点では、節足動物門のParacalanus sp.（ﾊﾟﾗｶﾗﾇｽ属)、軟体動物門のumbo 

Larva of Bivalvia（ﾆﾏｲｶﾞｲ綱の殻頂期幼生）であり、全地点平均で Paracalanus sp.（ﾊﾟ

ﾗｶﾗﾇｽ属)が 23.3％を占めていた。 

いずれの主要種も内湾から沿岸域で普通にみられる種類である。 

 

４－３－３ 底生生物調査結果 

底生生物調査結果の概要を表４－３－３－１、出現種一覧を表４－３－３－２、出現種

ごとの個体数および湿重量をそれぞれ表４－３－３－３、表４－３－３－４、水平分布を

図４－３－３に示す。 
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種類数は0～28種類の範囲にあり、St.３で最も多かった。総種類数は30種類であった。 

個体数は 0～676 個体/0.1m2の範囲にあり、St.１で最も多かった。全地点の平均個体数

は 198 個体/0.1m2であった。 

湿重量は 0.00～9.44g/0.1m2 の範囲にあり、St.１で最も多かった。全地点の平均湿重

量は 3.52g/0.1m2であった。 

主要種は、環形動物門の Paraprionospio sp. (A 型)（ﾊﾟﾗﾌﾟﾘｵｽﾋﾟｵ属(A 型)）が多く出現

し、Paraprionospio sp. (A 型)は全体平均個体数の 82.9％を占めた。 

Paraprionospio sp.は強内湾性の有機汚染指標種であり、湾奥部の中・富栄養となって

いる泥底に生息している種である。 

いずれの主要種も内湾から沿岸域で普通にみられる種類である。 

 

４－３－４ 魚卵・稚仔魚調査結果 

魚卵調査結果の概要を表４－３－４－１、出現種一覧を表４－３－４－２、出現種ごと

の個数を表４－３－４－３、水平分布を図４－３－４－１に示す。 

また、稚仔魚調査結果の概要を表４－３－４－４、出現種一覧を表４－３－４－５、出

現種ごとの個体数を表４－３－４－６、水平分布を図４－３－４－２に示す。 

 

４－３－４－１ 魚卵 

出現しなかった。 

 

４－３－４－２ 稚仔魚 

種類数は 1～3種類の範囲にあり、総種類数は 3種類であった。 

個体数は 5～311 個体/1,000m3の範囲にあり、St.３で最も多かった。全地点の平均個体

数は 128 個体/1,000m3であった。 

主要種は各調査点ともカサゴであり、全地点の平均個体数で 98.4%を占めていた。 

主要種は内湾から沿岸域で普通にみられる種類である。 
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４－３－５ 付着生物調査結果 

ベルトトランセクト法による付着生物出現種一覧を表４－３－５－１、付着生物（植物）

の藻長測定結果を表４－３－５－２、調査測点断面摸式を図４－３－５－１、主な付着生

物の鉛直分布を図４－３－５－２に示す。 

坪刈り法による付着生物（植物）調査結果の概要を表４－３－５－３、出現種一覧を表

４－３－５－４、出現種ごとの湿重量を表４－３－５－５に示す。また、付着生物（動物）

調査結果の概要を表４－３－５－６、出現種一覧を表４－３－５－７、出現種ごとの個体

数および湿重量をそれぞれ表４―３－５－８、表４－３―５－９に示す。 

 

４－３－５－１ 調査地点概要 

調査地点は阪南港阪南 2 区内にある防波堤に位置する。St.Ａはコンクリートケーソン

で、海底付近は砂泥底であった。海底付近では、貝の死骸が堆積していた。St.Ｂは捨て

石式傾斜堤で上部は被覆石が積まれている。海底付近では砂泥が堆積していた。 

 

４－３－５－２ ベルトトランセクト法（目視観察） 

① 植物 

St.Ａでは、平均水面付近から水深 3m にかけてイトグサ属が、水深 3m から 5.5m に

かけてイギス科が、水深 3.5m 以深にタオヤギソウが生息し、混生していた。 

St.Ｂでは、平均水面付近から水深 7m にかけてイトグサ属が広範囲に生息し、水深

1m から水深 6m にマクサが生息し、混生していた。 

② 動物 

St.Ａでは、平均水面付近にアラレタマキビガイ、タマキビガイが分布していた。平

均水面付近以深の広範囲にカンザシゴカイ科、イボニシが分布していた。平均水面付

近から水深 5.5m にかけて群体性ホヤ類と普通海面綱が、水深 0.5m 以深の広範囲に泥

巣が分布していた。 

St.Ｂでは、平均水面付近以深の広範囲にカンザシゴカイ科が、水深 1m 以深の広範

囲にイトマキヒトデとサンカクフジツボが、水深 1.5m 以深の広範囲にコシタカガン

ガラが分布していた。 

 

４－３－５－３ 坪刈り法 

① 植物 

St.Ａの各層の種類数は3～5種類、St.Ｂの各層の種類数は4～8種類の範囲にあり、

St.Ｂの中層と下層で最も多かった。総種類数は 16 種類であった。 

St.Ａの各層の湿重量は 2.54 ～ 27.69g/0.09m2、St.Ｂの各層の湿重量は 26.55～

226.71g/0.09m2 の範囲にあり、St.Ｂの中層で最も多かった。全地点の平均湿重量は

59.80g/0.09m2であった。 
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湿重量の主要種は St.Ａの上層と中層及び St.Ｂの中層と下層においてショウジョ

ウケノリ、St.Ａの下層でイギス属であり、全地点の主要種もこの２種であった。こ

のうちショウジョウケノリは平均湿重量の 73.8％を占めていた 

いずれの主要種も内湾から沿岸域で普通にみられる種類である。 

② 動物 

St.Ａの各層の種類数は 29～63 種類、St.Ｂの各層の種類数は 13～31 種類の範囲に

あり、St.Ａの下層で最も多かった。総種類数は 97 種類であった。 

St.Ａの各層の個体数は 557～3,919 個体/0.09m2、St.Ｂの各層の個体数は 49～1,105

個体/0.09m2の範囲にあり、St.Ａの中層で最も多かった。全地点の平均個体数は 1,506

個体/0.09m2であった。 

St.Ａの各層の湿重量は 20.94～547.24g/0.09m2、St.Ｂの各層の湿重量は 1.39～

178.77g/0.09m2 の範囲にあり、St.Ａの中層で最も多かった。全地点の平均湿重量は

155.84g/0.09m2であった。 

個体数の主要種は、St.Ａの中層、下層において環形動物門の Dodecaceria sp.（ﾄﾞﾃﾞ

ｶｹﾘｱ属）が、St.Ａの上層において環形動物門の Hydroides ezoensis（ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ）

が、St.Ｂの上層において節足動物門の Dynoides dentisinus（ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ）が、St.B

の中層において軟体動物門の NUDIBRANCHIA（ｳﾐｳｼ目）が、St.Ｂの下層において

軟体動物門の Musculista senhousia（ホトトギスガイ）が多く出現し、Dodecaceria 

sp. 、Hydroides ezoensis が全地点平均個体数のそれぞれ 27.0％、26.0%を占めてい

た。 

湿重量の主要種は、St.Ａの上層において軟体動物門の Thais clavigera（ｲﾎﾞﾆｼ）が、

中層、下層において原索動物門の Polyclinidae（ﾎﾟﾘｸﾘﾆ科）が、St.Ｂの上層において

軟体動物門のSiphonaria sirius（ｷｸﾉﾊﾅｶﾞｲ）が、中層において軟体動物門のOmphalius 

rusticus（ｺｼﾀﾞｶｶﾞﾝｶﾞﾗ）が、下層において節足動物門の Balanus trigonus（ｻﾝｶｸﾌｼﾞ

ﾂﾎﾞ）が占めており、Polyclinidae、Balanus trigonus が全地点平均個体数の 62.2%、

10.7%を占めていた。 

いずれの主要種も内湾から沿岸域で普通にみられる種類である。 
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４－３－６ 漁獲対象動植物調査結果 

刺し網調査結果の概要を表４－３－６－１、主要種を表４－３－６－２、種類ごとの個

体数および湿重量を表４－３－６－３に示す。また、底引網調査結果の概要を表４－３－

６－４、主要種を表４－３－６－５、種類ごとの個体数および湿重量を表４－３－６－６

に示す。 

 

４－３－６－１ 刺し網 

種類数は魚類が 8種類、甲殻類が 2種類であり、総種類数は 10 種類であった。 

個体数は 1網当たり、魚類が 26 個体、甲殻類が 2個体であり、総個体数は 28 個体であ

った。 

湿重量は１網当たり、魚類が 3,646.3g、甲殻類が 71.1g であり、総湿重量は 3,717.4g

であった。 

個体数の主要種のうちで魚類では Argyrosomus argentatus（ｼﾛｸﾞﾁ）、甲殻類では

Charybdis japonica（ｲｼｶﾞﾆ）、Oratosquilla oratoria（ｼｬｺ）が最も多かった。 

湿重量の主要種のうち魚類では Argyrosomus argentatus（ｼﾛｸﾞﾁ）、甲殻類では

Charybdis japonica（ｲｼｶﾞﾆ）が最も多かった。 

いずれの主要種も内湾から沿岸域で普通にみられる種類である。 

 

４－３－６－２ 底引網 

種類数は魚類が 6種類、甲殻類が 9種類、頭足類が 1種類であり、総種類数は 16 種類

であった。 

個体数は１網当たり、魚類が 32 個体、甲殻類が 40 個体、頭足類が 1個体であり、総個

体数は 73 個体であった。 

湿重量は１網当たり、魚類が 1,982.3g、甲殻類が 640.3g、頭足類が 196.1g であり、総

湿重量は 2,818.7g であった。 

個体数の主要種のうちで魚類ではCynoglossus joyneri（ｱｶｼﾀﾋﾞﾗﾒ）、甲殻類では Philyra 

heterograna（ﾍﾘﾄﾘｺﾌﾞｼ）、Charybdis bimaculata（ﾌﾀﾎｼｲｼｶﾞﾆ）、頭足類では Sepia 

esculenta（ｺｳｲｶ）が最も多かった。 

湿重量の主要種のうち魚類では Cynoglossus joyneri（ｱｶｼﾀﾋﾞﾗﾒ）、甲殻類では Portunus 

trituberculatus（ｶﾞｻﾞﾐ）、頭足類は Sepia esculenta（ｺｳｲｶ）であった。 

いずれの主要種も内湾から沿岸域で普通にみられる種類である。 
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表４－３－１－１(1) 植物プランクトン調査結果概要(上層) [平成 25 年度冬季分] 

調査年月日:平成26年 2月10日

調査点　
平均

　項目 (最小 ～ 最大)

( 16  ～ 22  )

( 273,120  ～ 1,915,840  )

( 0.10 ～ 0.10 )

ｽｹﾚﾄﾈﾏ ｺｽﾀﾂﾑ ｽｹﾚﾄﾈﾏ ｺｽﾀﾂﾑ ｽｹﾚﾄﾈﾏ ｺｽﾀﾂﾑ ｽｹﾚﾄﾈﾏ ｺｽﾀﾂﾑ ｽｹﾚﾄﾈﾏ ｺｽﾀﾂﾑ

1,797,120(93.8) 1,140,480(96.9) 633,600(96.6) 259,200(94.9) 957,600(95.2)

主　　要　　種

細　　胞　　数

(カッコ内は組成比：%)

注：1.種類数の平均は総種類数を示す。
　　2.主要種は各調査点での上位5種(ただし組成比10％以上のもの)を示す。
　　3.細胞数、沈殿量の単位は、1L当たりで示す。

22       

1,915,840       

30            

1,005,400            

0.10          

３ ４

655,840       

0.10     

17       

273,120       

0.10     

21       

１ ２

0.10     

16       

1,176,800       

0.10     

種　　類　　数

細　　胞　　数

沈　　殿　　量
（mL）
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表４－２－１－１(2) 植物プランクトン調査結果概要(下層) [平成 25 年度冬季分] 

調査年月日:平成26年 2月10日

調査点　
平均

　項目 (最小 ～ 最大)

( 17  ～ 22  )

( 315,760  ～ 1,981,120  )

( 0.10 ～ 0.20 )

ｽｹﾚﾄﾈﾏ ｺｽﾀﾂﾑ ｽｹﾚﾄﾈﾏ ｺｽﾀﾂﾑ ｽｹﾚﾄﾈﾏ ｺｽﾀﾂﾑ ｽｹﾚﾄﾈﾏ ｺｽﾀﾂﾑ ｽｹﾚﾄﾈﾏ ｺｽﾀﾂﾑ

1,946,880(98.3) 587,520(97.5) 288,000(91.2) 645,120(96) 866,880(97.1)

主　　要　　種

細　　胞　　数

(カッコ内は組成比：%)

注：1.種類数の平均は総種類数を示す。
　　2.主要種は各調査点での上位5種(ただし組成比10％以上のもの)を示す。
　　3.細胞数、沈殿量の単位は、1L当たりで示す。

19       17       

１ ２ ３

35            
種　　類　　数

４

22       18       

602,720       315,760       671,760       細　　胞　　数

沈　　殿　　量
（mL）

0.13          
0.10     0.10     0.10     0.20     

1,981,120       
892,840            
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表４－３－１－２ 植物プランクトン出現種一覧 [平成 25 年度冬季分] 

 

調査年月日:平成26年 2月10日
番号 門 綱 目 科 学名 和名、読み方

1 ｸﾘﾌﾟﾄ植物 ｸﾘﾌﾟﾄ藻 ｸﾘﾌﾟﾄﾓﾅｽ － CRYPTOMONADALES ｸﾘﾌﾟﾄﾓﾅｽ目
2 渦鞭毛植物 渦鞭毛藻 ｷﾞﾑﾉﾃﾞｨﾆｳﾑ ｷﾞﾑﾉﾃﾞｨﾆｳﾑ Gymnodinium  sp.
3 Gyrodinium  spp.
4 Gymnodiniaceae ｷﾞﾑﾉﾃﾞｨﾆｳﾑ科
5 ﾍﾟﾘﾃﾞｨﾆｳﾑ ｶﾙｷｵﾃﾞｨﾈﾗ Scrippsiella  sp.
6 ﾍﾟﾘﾃﾞｨﾆｳﾑ Heterocapsa triquetra
7 Heterocapsa  sp.
8 Protoperidinium bipes
9 Protoperidinium  spp.

10 黄色植物 黄金色藻 ﾃﾞｨｸﾃｨｵｶ ﾃﾞｨｸﾁｵｶ Distephanus speculum
11 ｴﾌﾞﾘｱ Ebria tripartita
12 珪藻 円心 ｺｽｷﾉﾃﾞｨｽｸｽ Coscinodiscus  spp.
13 ﾍﾘｵﾍﾟﾙﾀ Actinoptychus senarius
14 ﾒﾛｼﾗ Hyalodiscus stelliger
15 Leptocylindrus danicus
16 ﾀﾗｼｵｼﾗ Skeletonema costatum
17 Thalassiosira rotura
18 Thalassiosira  spp.
19 ﾘｿﾞｿﾚﾆｱ Rhizosolenia alata
20 Rhizosolenia fragilissima
21 Rhizosolenia stolterfothii
22 ﾋﾞﾀﾞﾙﾌｨｱ Eucampia zodiacus
23 ｷｰﾄｹﾛｽ Chaetoceros affine
24 Chaetoceros danicum
25 Chaetoceros debile
26 Chaetoceros didymum
27 Chaetoceros  spp.
28 羽状 ﾃﾞｨｱﾄﾏ Thalassionema nitzschioides
29 ﾅｳﾞｨｷｭﾗ Diploneis  sp.
30 Pleurosigma  sp.
31 Naviculaceae

32 ﾆｯﾁｱ Cylindrotheca closterium
33 Nitzschia pungens
34 Nitzschia  sp.
35 ﾊﾌﾟﾄ植物 ﾊﾌﾟﾄ藻 － － HAPTOPHYCEAE ﾊﾌﾟﾄ藻綱
36 ﾐﾄﾞﾘﾑｼ植物 ﾐﾄﾞﾘﾑｼ － － EUGLENOPHYCEAE ﾐﾄﾞﾘﾑｼ綱
37 緑色植物 ﾌﾟﾗｼﾉ藻 － － PRASINOPHYCEAE ﾌﾟﾗｼﾉ藻綱
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表４－３－１－３ 植物プランクトン調査結果(細胞数) [平成 25 年度冬季分] 
調査年月日:平成26年 2月10日

調査点 １ ２ ３ ４ 合計

番号 学名　　　　　　　　　　層 上層 下層 上層 下層 上層 下層 上層 下層 上層 下層 全層

1 CRYPTOMONADALES 74,880 17,280 11,520 2,880 8,640 5,760 4,320 11,520 99,360 37,440 136,800

2 Gymnodinium  sp. 160 160 160

3 Gyrodinium  spp. 160 320 480 160 320 320 160 160 1,120 960 2,080

4 Gymnodiniaceae 160 160 160 320 160 480

5 Scrippsiella  sp. 160 80 160 80 240

6 Heterocapsa triquetra 160 160 160

7 Heterocapsa  sp. 160 160 160 320 160 480

8 Protoperidinium bipes 160 160 320 480 160 640

9 Protoperidinium  spp. 160 160 160 160 320 320 640

10 Distephanus speculum 320 160 160 480 160 640

11 Ebria tripartita 160 160 160 160 320 480

12 Coscinodiscus  spp. 160 160 160 320 160 480

13 Actinoptychus senarius 160 320 480 480

14 Hyalodiscus stelliger 320 320 320

15 Leptocylindrus danicus 640 640 640 1,280 640 1,920

16 Skeletonema costatum 1,797,120 1,946,880 1,140,480 587,520 633,600 288,000 259,200 645,120 3,830,400 3,467,520 7,297,920

17 Thalassiosira rotura 160 160 160 160 160 480 320 800

18 Thalassiosira  spp. 11,520 320 14,400 2,880 5,760 5,760 1,920 2,880 33,600 11,840 45,440

19 Rhizosolenia alata 160 160 160

20 Rhizosolenia fragilissima 320 320 320 320 640

21 Rhizosolenia stolterfothii 320 160 160 320 320 640

22 Eucampia zodiacus 7,360 10,400 3,840 2,240 1,280 11,520 960 5,760 13,440 29,920 43,360

23 Chaetoceros affine 320 640 640 960 640 1,600

24 Chaetoceros danicum 640 320 960 320 320 960 2,880 640 3,520

25 Chaetoceros debile 960 960 960

26 Chaetoceros didymum 320 640 960 1,280 960 1,760 960 4,000 2,880 6,880

27 Chaetoceros  spp. 640 480 320 320 800 640 320 1,920 2,080 3,360 5,440

28 Thalassionema nitzschioides 800 640 320 640 480 320 1,760 1,440 3,200

29 Diploneis  sp. 160 160 80 400 400

30 Pleurosigma  sp. 160 160 160

31 Naviculaceae 160 160 160 160 320 480

32 Cylindrotheca closterium 160 160 160

33 Nitzschia pungens 320 2,240 1,920 2,880 640 960 1,440 320 4,320 6,400 10,720

34 Nitzschia  sp. 160 160 320 160 160 160 320 800 640 1,440

35 HAPTOPHYCEAE 8,640 160 640 320 160 9,280 640 9,920

36 EUGLENOPHYCEAE 5,760 160 160 320 320 160 160 6,240 800 7,040

37 PRASINOPHYCEAE 5,760 160 160 5,920 160 6,080

種類数 22 19 16 22 21 17 17 18 30 35 37

合計 1,915,840 1,981,120 1,176,800 602,720 655,840 315,760 273,120 671,760 4,021,600 3,571,360 7,592,960

注1：細胞数の単位は1L当たりで示す。  
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【下層】

N：細胞数/L

１：　1≦N＜10
5

２：10
5
≦N＜10

6

３：10
6
≦N＜10

7

４：10
7
≦N

  1 2 3  4

＜凡例＞

ｸﾘﾌﾟﾄﾓﾅｽ目

ｽｹﾚﾄﾈﾏ ｺｽﾀﾂﾑ

その他

N：細胞数/L

１：　1≦N＜105

２：105≦N＜106

３：106≦N＜107

４：107≦N

  1 2 3  4

＜凡例＞

ｸﾘﾌﾟﾄﾓﾅｽ目

ｽｹﾚﾄﾈﾏ ｺｽﾀﾂﾑ

その他

【上層】

 

図４－３－１ 植物プランクトンの水平分布 [平成 25 年度冬季分] 
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表４－３－２－１ 動物プランクトン調査結果概要 [平成 25 年度冬季分] 

調査年月日:平成26年 2月10日

調査点　
平均

　項目 (最小 ～ 最大)

( 20   ～ 22   )

( 9,031   ～ 14,235   )

( 6.7 ～ 9.2 )

ﾊﾟﾗｶﾗﾇｽ属 ﾊﾟﾗｶﾗﾇｽ属 ﾊﾟﾗｶﾗﾇｽ属 ﾊﾟﾗｶﾗﾇｽ属 ﾊﾟﾗｶﾗﾇｽ属

3,558   (25.0) 1,939   (21.5) 2,344   (22.1) 2,471   (24.0) 2,578   (23.3)

ﾆﾏｲｶﾞｲ綱の殻頂期幼生 ｱｶﾙﾁｱ属 ｶｲｱｼ目のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生 ﾊﾟﾗｶﾗﾇｽ ﾊﾟﾙｳﾞｽ ﾆﾏｲｶﾞｲ綱の殻頂期幼生

3,070   (21.6) 970   (10.7) 1,406   (13.3) 1,341   (13.0) 1,325   (12.0)

主　　要　　種 ﾆﾏｲｶﾞｲ綱の殻頂期幼生

個　　体　　数 1,313   (12.4)

(カッコ内は組成比：%)

注：1.種類数の平均は総種類数を示す。

　　2.主要種は各調査点での上位5種(ただし組成比10%以上のもの)を示す。

　　3.個体数、沈殿量の単位は1m3当たりで示す。

8.0         

29            

11,043

１ ２ ３ ４

9,031   10,598   10,309   

種　　類　　数

個　　体　　数

沈　　殿　　量
(mL)

20   

7.9

14,235   

6.7 8.0 9.2

22   20   22   
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表４－３－２－２ 動物プランクトン出現種一覧 [平成 25 年度冬季分] 

 

調査年月日：平成26年 2月10日

番号 門 綱 目 科 学名 和名

1 刺胞動物 ﾋﾄﾞﾛﾑｼ ﾋﾄﾞﾛﾑｼ ｼﾐｺｸﾗｹﾞ Rathkea octopunctata ｼﾐｺｸﾗｹﾞ

2 軟体動物 ﾏｷｶﾞｲ － － veliger of Gastropoda         ﾏｷｶﾞｲ綱のｳﾞｪﾘｼﾞｬｰ幼生

3 ﾆﾏｲｶﾞｲ － － D-shaped larva of Bibalvia ﾆﾏｲｶﾞｲ綱のD型幼生

4 － － umbo Larva of Bivalvia        ﾆﾏｲｶﾞｲ綱の殻頂期幼生

5 環形動物 ｺﾞｶｲ － － nectochaeta of Polychaeta     ｺﾞｶｲ綱のﾈｸﾄｷｰﾀ幼生

6 節足動物 甲殻 ﾐｼﾞﾝｺ ｵｵﾒﾐｼﾞﾝｺ Evadne nordmanni ﾉﾙﾎﾞﾏﾝｴﾎﾞｼﾐｼﾞﾝｺ

7 Podon leuckarti ｵｵｳﾐｵｵﾒﾐｼﾞﾝｺ

8 ｶｲｱｼ ｶﾗﾇｽ Calanus sinicus
9 Calanus  sp.

10 ﾊﾟﾗｶﾗﾇｽ Paracalanus crasirostris
11 Paracalanus parvus
12 Paracalanus  sp.
13 ｹﾝﾄﾛﾊﾟｹﾞｽ Centropages abdominalis
14 Centropages  sp.
15 ﾌﾟｾｳﾄﾞﾃﾞｨｱﾌﾟﾄﾑｽ Pseudodiaptomus marinus
16 ｱｶﾙﾃｨｱ Acartia omorii
17 Acartia  sp.
18 ｵｲﾄﾅ Oithona davisae
19 Oithona similis
20 Oithona  sp.
21 ｺﾘｹｳｽ Corycaeus affinis
22 Corycaeus  sp.
23 ｴｸﾃｨﾉｿﾏ Microsetella norvegica
24 － nauplius of Copepoda          ｶｲｱｼ目のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生

25 毛顎動物 ﾔﾑｼ ﾔﾑｼ ｻｼﾞｯﾀ Sagitta carassa ﾏﾝﾄﾔﾑｼ

26 Sagitta  sp. ﾔﾑｼ属

27 原索動物 ｵﾀﾏﾎﾞﾔ ｵﾀﾏﾎﾞﾔ ｵｲｺﾌﾟﾚｳﾗ Oikopleura dioica             ﾜｶﾚｵﾀﾏﾎﾞﾔ

28 Oikopleura longicauda         ｵﾅｶﾞｵﾀﾏﾎﾞﾔ

29 Oikopleura  sp.  
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表４－３－２－３ 動物プランクトン調査結果(個体数) [平成 25 年度冬季分] 

 

調査年月日：平成26年 2月10日
番号 学名　　　　　　　　　　　　調査点 １ ２ ３ ４ 合計

1 Rathkea octopunctata 70 121 94 71 356

2 veliger of Gastropoda         628 303 563 353 1,847

3 D-shaped larva of Bibalvia 349 364 656 1,369

4 umbo Larva of Bivalvia        3,070 424 1,313 494 5,301

5 nectochaeta of Polychaeta     70 212 282

6 Evadne nordmanni 61 71 132

7 Podon leuckarti 121 121

8 Calanus sinicus 121 469 141 731

9 Calanus  sp. 61 188 249

10 Paracalanus crasirostris 188 188

11 Paracalanus parvus 837 667 563 1,341 3,408

12 Paracalanus  sp. 3,558 1,939 2,344 2,471 10,312

13 Centropages abdominalis 349 545 375 282 1,551

14 Centropages  sp. 419 606 375 565 1,965

15 Pseudodiaptomus marinus 71 71

16 Acartia omorii 349 485 188 918 1,940

17 Acartia  sp. 1,116 970 656 706 3,448

18 Oithona davisae 70 70

19 Oithona similis 419 242 188 71 920

20 Oithona  sp. 1,047 606 656 847 3,156

21 Corycaeus affinis 70 94 71 235

22 Corycaeus  sp. 182 94 276

23 Microsetella norvegica 209 61 270

24 nauplius of Copepoda          1,186 667 1,406 706 3,965

25 Sagitta carassa 71 71

26 Sagitta  sp. 70 94 212 376

27 Oikopleura dioica             279 242 212 733

28 Oikopleura longicauda         182 282 464

29 Oikopleura  sp. 70 61 94 141 366

種類数 20 22 20 22 29

合計 14,235 9,031 10,598 10,309 44,173

参考 Noctiluca scintillans         70 188 212 470

注：個体数は1m3当たりで示す。ただし、調査点合計は4m3当たりで示す。  
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二枚貝の殻頂期幼生

ｶｲｱｼ目のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ期幼生

ﾊﾟﾗｶﾗﾇｽ属

その他

N ：個体数/m3

１：　1≦N＜103

２：103≦N＜104

３：104≦N＜105

４：105≦N

＜凡例＞

 1  2  3   4

図４－３－２ 動物プランクトンの水平分布 [平成 25 年度冬季分] 
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表４－３－３－１ 底生生物調査結果概要 [平成 25 年度冬季分] 

調査年月日：平成26年 2月 3日

項目　＼　調査点 １ ２ ３ ４ 平均 ( 最小 ～ 最大 )

軟体動物門 1          7          7   ( 0   ～ 7   )

環形動物門 6          4          14          15   ( 0   ～ 14   )

節足動物門 1          3          4   ( 0   ～ 3   )

そ　の　他 4          4   ( 0   ～ 4   )

合　　　計 8          4          28          0          30   ( 0   ～ 28   )

軟体動物門 1          24          6   ( 0   ～ 24   )

環形動物門 674          5          49          182   ( 0   ～ 674   )

節足動物門 1          4          1   ( 0   ～ 4   )

そ　の　他 36          9   ( 0   ～ 36   )

合　　　計 676          5          113          0          198   ( 0   ～ 676   )

軟体動物門 0.1        21.2        3.0 ( 0.0 ～ 21.2 )

環形動物門 99.7        100.0        43.4        91.9 ( 0.0 ～ 100.0 )

節足動物門 0.1        3.5        0.5 ( 0.0 ～ 3.5 )

（%） そ　の　他 31.9        4.5 ( 0.0 ～ 31.9 )

軟体動物門 +          3.44       0.86 ( 0.00 ～ 3.44 )

環形動物門 9.42       0.25       0.50       2.54 ( 0.00 ～ 9.42 )

節足動物門 0.02       0.25       0.07 ( 0.00 ～ 0.25 )

そ　の　他 0.19       0.05 ( 0.00 ～ 0.19 )

合　　　計 9.44       0.25       4.38       0.00          3.52 ( 0.00 ～ 9.44 )

ﾊﾟﾗﾌﾟﾘｵﾉｽﾋﾟｵ属(A型) ﾊﾟﾗﾌﾟﾘｵﾉｽﾋﾟｵ属(A型) ﾌｫﾛﾆｽ属 出現種なし ﾊﾟﾗﾌﾟﾘｵﾉｽﾋﾟｵ属(A型)

640(94.7)   2(40.0)   25(22.1)   165(82.9)   

主要種 ｵｳｷﾞｺﾞｶｲ ﾊﾟﾗﾌﾟﾘｵﾉｽﾋﾟｵ属(A型)

個体数 1(20.0)   18(15.9)   

(カッコ内は組成比：%) ｸﾞﾘｷﾝﾃﾞ属

1(20.0)   

ｱｼﾋﾞｷﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ

1(20.0)   

注：1.種類数の平均は総種類数を示す。

　　2.主要種は各調査点での上位5種(ただし組成比10%以上のもの)を示す。

　　3.個体数及び湿重量(g)は0.1m2当たりで示す。

（g）

種
類
数

個
体
数

個
体
数

組
成
比

湿
重
量
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表４－３－３－２ 底生生物出現種一覧 [平成 25 年度冬季分] 

 

調査年月日：平成26年 2月 3日

番号 門 綱 目 科 学名 和名

1 紐形動物 - - - NEMERTINEA 紐形動物門

2 軟体動物 ﾏｷｶﾞｲ ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ ｵｵｺﾒﾂﾌﾞｶﾞｲ Cylichnatys angusta ｶﾐｽｼﾞｶｲｺｶﾞｲﾀﾞﾏｼ

3 ｷｾﾜﾀ Philine argentata ｷｾﾜﾀ

4 ﾆﾏｲｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ Scapharca subcrenata ｻﾙﾎﾞｳ

5 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Musculus senhousia ﾎﾄﾄｷﾞｽ

6 ﾊﾏｸﾞﾘ ｱｻｼﾞｶﾞｲ Theora fragilis ｼｽﾞｸｶﾞｲ

7 ｶﾜﾎﾄﾄｷﾞｽ Alvenius ojianus ｹｼﾄﾘｶﾞｲ

8 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ Veremolpa micra ﾋﾒｶﾉｺｱｻﾘ

9 環形動物 ｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｳﾛｺﾑｼ Harmothoe  sp.

10 ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ Sthenelais mitsuii

11 ｶｷﾞｺﾞｶｲ Sigambra sp.

12 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Gyptis sp.

13 ｺﾞｶｲ Nectoneanthes latipoda

14 Leonnates  sp.

15 ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys oligobranchia ｺﾉﾊｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ

16 ﾁﾛﾘ Glycera  sp.

17 ﾆｶｲﾁﾛﾘ Glycinde  sp.

18 ｲｿﾒ ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Scoletoma longifolia ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ

19 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ Paraprionospio sp.(A型)

20 ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ Spiochaetopterus costarum ｱｼﾋﾞｷﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ

21 ﾌｻｺﾞｶｲ ﾁﾏｷｺﾞｶｲ Owenia fusiformis ﾁﾏｷｺﾞｶｲ

22 ｶﾝﾑﾘｺﾞｶｲ Lygdamis giardi ﾊﾅｶﾝﾑﾘ

23 ｳﾐｲｻｺﾞﾑｼ Lagis bocki ｳﾐｲｻｺﾞﾑｼ

24 節足動物 甲殻 ｴﾋﾞ ｸﾙﾏｴﾋﾞ Metapenaeopsis  sp. ｱｶｴﾋﾞ属

25 ﾔﾄﾞｶﾘ Diogenes sp. ﾂﾉﾔﾄﾞｶﾘ属

26 ｺﾌﾞｼｶﾞﾆ Philyra syndactyla ﾋﾗｺﾌﾞｼ

27 ｴﾝｺｳｶﾞﾆ Typhlocarcinus villosus ﾒｸﾗｶﾞﾆ

28 触手動物 ﾎｳｷﾑｼ ﾎｳｷﾑｼ ﾎｳｷﾑｼ Phoronis  sp.

29 腕足 ｼｬﾐｾﾝｶﾞｲ ｼｬﾐｾﾝｶﾞｲ Lingula  sp. ｼｬﾐｾﾝｶﾞｲ属

30 棘皮動物 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｸﾓﾋﾄﾃﾞ Ophiura kinbergi ｸｼﾉﾊｸﾓﾋﾄﾃﾞ  
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表４－３－３－３ 底生生物調査結果(個体数) [平成 25 年度冬季分] 

 
調査年月日：平成26年 2月 3日

番号 学名　　　　　　　　　　　　調査点 １ ２ ３ ４ 合計

1 NEMERTINEA 9 9

2 Cylichnatys angusta 2 2

3 Philine argentata 1 8 9

4 Scapharca subcrenata 5 5

5 Musculus senhousia 1 1

6 Theora fragilis 1 1

7 Alvenius ojianus 3 3

8 Veremolpa micra 4 4

9 Harmothoe  sp. 2 4 6

10 Sthenelais mitsuii 3 1 4

11 Sigambra  sp. 3 3

12 Gyptis  sp. 1 1

13 Nectoneanthes latipoda 26 1 3 30

14 Leonnates  sp. 1 1

15 Nephtys oligobranchia 2 2 4

16 Glycera  sp. 1 1

17 Glycinde  sp. 1 4 5

18 Scoletoma longifolia 1 1

19 Paraprionospio  sp.(A型) 640 2 18 660

20 Spiochaetopterus costarum 1 1 2

21 Owenia fusiformis 2 2

22 Lygdamis giardi 5 5

23 Lagis bocki 3 3

24 Metapenaeopsis  sp. 1 1

25 Diogenes  sp. 2 2

26 Philyra syndactyla 1 1

27 Typhlocarcinus villosus 1 1

28 Phoronis  sp. 25 25

29 Lingula  sp. 1 1

30 Ophiura kinbergi 1 1

種類数 8 4 28 0 30

合　計 676 5 113 0 794

注： 個体数は0.1m2当たりで示す。ただし、調査点合計の欄は0.4m2当たりで示す。  
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表４－３－３－４ 底生生物調査結果(湿重量) [平成 25 年度冬季分] 

調査年月日：平成26年 2月 3日

番号 学名　　　　　　　　　　　　調査点 １ ２ ３ ４ 合計

1 NEMERTINEA 0.09 0.09

2 Cylichnatys angusta 0.01 0.01

3 Philine argentata +   0.15 0.15

4 Scapharca subcrenata 3.22 3.22

5 Musculus senhousia +   +   

6 Theora fragilis +   +   

7 Alvenius ojianus +   +   

8 Veremolpa micra 0.06 0.06

9 Harmothoe  sp. 0.01 0.02 0.03

10 Sthenelais mitsuii 0.03 +   0.03

11 Sigambra  sp. 0.01 0.01

12 Gyptis  sp. +   +   

13 Nectoneanthes latipoda 2.15 0.19 0.02 2.36

14 Leonnates  sp. +   +   

15 Nephtys oligobranchia 0.01 0.01 0.02

16 Glycera  sp. +   +   

17 Glycinde  sp. +   0.01 0.01

18 Scoletoma longifolia +   +   

19 Paraprionospio  sp.(A型) 7.22 0.04 0.09 7.35

20 Spiochaetopterus costarum 0.02 0.01 0.03

21 Owenia fusiformis 0.12 0.12

22 Lygdamis giardi 0.03 0.03

23 Lagis bocki 0.18 0.18

24 Metapenaeopsis  sp. 0.06 0.06

25 Diogenes  sp. 0.03 0.03

26 Philyra syndactyla 0.16 0.16

27 Typhlocarcinus villosus 0.02 0.02

28 Phoronis  sp. 0.08 0.08

29 Lingula  sp. +   +   

30 Ophiura kinbergi 0.02 0.02

種類数 8   4   28   0   30   

合　計 9.44 0.25 4.38 0.00 14.07

注： 1.「+」は0.01g未満を示す。

2.湿重量(g)は0.1m2当たりで示す。ただし、調査点合計の欄は0.4m2当たりで示す。  
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軟体動物門

環形動物門

節足動物門

その他

N ：個体数/0.1m2

１：　1≦N＜10
２： 10≦N＜50
３： 50≦N＜250
４：250≦N

＜凡例＞

 1  2  3   4

 

図４－３－３ 底生生物の水平分布 [平成 25 年度冬季分]
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表４－３－４－１ 魚卵調査結果概要 [平成 25 年度冬季分] 

 

調査年月日:平成26年 2月 3日

調査点　
平均

　項目 (最小 ～ 最大)

( 0  ～ 0 )

( 0 ～ 0 )

（該当種なし） （該当種なし） （該当種なし） （該当種なし） （該当種なし）

主　　　要　　　種

個　　　　　　　数

(カッコ内は組成比：%)

注：1.種類数の平均は総種類数を示す。
　　2.主要種は各調査点での上位5種(ただし組成比10%以上のもの)を示す。
　　3.個数の単位は1,000m3当たりで示す。

１ ２

0

種　　　類　　　数

個　　　　　　　数

３ ４

0

0

0

0

0
0

0

0

0
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表４－３－４－２ 魚卵出現種一覧 [平成 25 年度冬季分] 

 

調査年月日:平成26年 2月 3日

番号 門 綱 目 科 学名 和名

（該当種なし）  
 

 

表４－３－４－３ 魚卵調査結果（個数） [平成 25 年度冬季分] 

 

調査年月日:平成26年 2月 3日

番号 学名 和名　　　　　調査点 １ ２ ３ ４ 合計

（該当種なし）

種類数 0 0 0 0 0

合計 0 0 0 0 0

注: 個数は1,000m
3
当たりで示す。ただし調査点合計の欄は4,000m

3
当たりで示す。  
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Ｎ：個数/1,000m3

１：　  1≦N＜50
２：   50≦N＜500
３：  500≦N＜5000
４： 5000≦N

＜凡例＞

 1  2  3   4

出現種なし

 

図４－３－４－１ 魚卵の水平分布 [平成 25 年度冬季分] 
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表４－３－４－４ 稚仔魚調査結果概要 [平成 25 年度冬季分] 

調査年月日:平成26年 2月 3日

調査点　
平均

　項目 (最小 ～ 最大)

( 1  ～ 3  )

( 5  ～ 311  )

ｶｻｺﾞ ｶｻｺﾞ ｶｻｺﾞ ｶｻｺﾞ ｶｻｺﾞ

主　　　要　　　種

個　　　体　　　数

(カッコ内は組成比：%)

注：1.種類数の平均は総種類数を示す。

　　2.主要種は各調査点での上位5種(ただし組成比10%以上のもの)を示す。

　　3.個体数の単位は1,000m3当たりで示す。

３

301(96.8)

31126

126(98.4)5(100.0) 26(100.0)

個　　　体　　　数

1

１

種　　　類　　　数 1

４

5

２

3            
13

170(100.0)

128
170
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表４－３－４－５ 稚仔魚出現種一覧 [平成 25 年度冬季分] 

 

調査年月日:平成26年 2月 3日

番号 門 綱 目 科 学名 和名

1 脊椎動物 硬骨魚 ｽｽﾞｷ ｽｽﾞｷ Lateolabrax japonicus ｽｽﾞｷ

2 ｶｻｺﾞ ﾌｻｶｻｺﾞ Sebastiscus marmoratus ｶｻｺﾞ

3 ｶﾚｲ ｶﾚｲ Pleuronectes yokohamae ﾏｺｶﾞﾚｲ  

 

表４－３－４－６ 稚仔魚調査結果（個体数） [平成 25 年度冬季分] 

 

調査年月日:平成26年 2月 3日

番号 学名 和名　　　　　調査点 １ ２ ３ ４ 合計

1 Lateolabrax japonicus ｽｽﾞｷ 5 5

2 Sebastiscus marmoratus ｶｻｺﾞ 5 26 301 170 502

3 Pleuronectes yokohamae ﾏｺｶﾞﾚｲ 5 5

種類数 1 1 3 1 3

合計 5 26 311 170 512

注: 個体数は1,000m
3
当たりで示す。ただし調査点合計の欄は4,000m

3
当たりで示す。  
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スズキ

カサゴ

マコガレイ

＜凡例＞

Ｎ：個体数/1,000m
3

１：　  1≦N＜10
２：   10≦N＜100
３：  100≦N＜1000
４： 1000≦N

 1  2  3   4

 

図４－３－４－２ 稚仔魚の水平分布 [平成 25 年度冬季分] 
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表４－３－５－１(1) 付着生物調査結果出現種一覧(目視観察) 

調 査 日：平成26年 2月 6日

Ｓｔ．A 調査時刻：09:00～10:50

調査方法：ベルトトランセクト法

観察枠Ｎｏ． 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

基　質  コ　　ン　　ク　　リ　　ー　　ト　　ケ　　ー　　ソ　　ン

出現種  ＼  水深 (ｍ) +1.0 0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0

1 ｲﾄｸﾞｻ属 15 90 80 20 10 +

2 ｼｵｸﾞｻ属 r r r

3 藍藻綱 r r r

4 ｲｷﾞｽ科 15 15 20 10 5

5 ｽｽｶｹﾍﾞﾆ r r + +

6 ﾀｵﾔｷﾞｿｳ + 5 + 5 15 15 5 + r

1 ｱﾗﾚﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ (400)

2 ﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ (40)

3 ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ 5 r

4 ｹｶﾞｷ +

5 ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ (6)

6 ｷｸﾉﾊﾅｶﾞｲ (1) (2)

7 ｺｶﾞﾓｶﾞｲ属 (2) (5)

8 ﾏﾂﾊﾞｶﾞｲ (1) (12)

9 ﾖﾒｶﾞｶｻｶﾞｲ (10) (6)

10 ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ (1) (3)

11 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 10 5 5 10 5 + + 5 5 + + + 5 r + +

12 ｲﾎﾞﾆｼ (2) (22) (5) (1) (3) (4) (3) (2) (2) (2) (1)

13 ﾋﾒｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ (3)

14 ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ (3)

15 群体性ﾎﾔ類 5 5 20 10 20 10 10 5 + + r

16 普通海綿綱 r 5 10 r + 10 + 5 +

17 ｺｹﾑｼ綱 r + r r r + r

18 ﾌｻｺｹﾑｼ科 r r r + + r 5 5 r r + +

19 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 r r

20 泥巣 r r r + + 10 10 15 10 20 20 30 20 20 40

21 ﾖﾂﾊﾓｶﾞﾆ (1) (3)

22 ﾐﾉｳﾐｳｼ亜目 (1) (1)

23 単体性ﾎﾞﾔ類 (1) (2)

24 ﾔﾄﾞｶﾘ類 (1) (2) (2)

25 ﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ属 (1)

26 ｱﾐﾒｺｹﾑｼ科 r + 5 5 +

27 ｻﾝｼｮｳｳﾆ (2)

28 ｷﾝｺ科 (1) (1)

29 ﾋﾄﾞﾛﾑｼ綱 5 + + +

30 ｼｵｶﾞﾏｻﾝｺﾞ (1) (1) (4) (1) (3) (3)

31 腹足綱(卵塊) + + 5 15

32 ﾏﾅﾏｺ (1)

33 ｸﾛｼﾀﾅｼｳﾐｳｼ (1)

34 ﾅﾐﾏｶﾞｼﾜ科 (1)

35 ｳﾐﾌｸﾛｳ (1)

注)1.数字は被度(％)を表し、+記号は５％以下、r記号は１％未満を示す。

   2.(　)内の数字は個体数を表す。

動

　

　
　

　

　

　

　

　

物

植

　

物
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表４－３－５－１(2) 付着生物調査結果出現種一覧(目視観察) 

 

調 査 日：平成26年 2月 6日

Ｓｔ．B 調査時刻：11:00～12:50

調査方法：ベルトトランセクト法

観察枠Ｎｏ． 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

基　質  被　　　　覆　　　　石

出現種  ＼  水深 (ｍ) +1.0 0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0

1 ﾌｸﾛﾌﾉﾘ 10

2 ｵｷﾂﾉﾘ + +

3 ｲﾄｸﾞｻ属 100 95 5 5 5 r 5 r r r r + r r

4 ｱｵｻ属 r r 5 + r + r r

5 ﾂﾙﾂﾙ r r r r

6 ﾑｶﾃﾞﾉﾘ属 r r r

7 ﾏｸｻ + 30 40 + 15 + 5 + 10 r

8 ｵｺﾞﾉﾘ属 r + + r r

9 ｶﾊﾞﾉﾘ + + 5 + 5 r + r r

10 ﾀｵﾔｷﾞｿｳ +

11 ｲｷﾞｽ科 + 5 r

1 ｲｼﾀﾞﾀﾐ (1)

2 ﾔﾄﾞｶﾘ類 (2) (1) (1) (2)

3 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 r r r r r r + r 5 r r r r r

4 ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ (10) (11) (6) (23) (6) (12) (7) (14) (14) (7) (5) (8) (4)

5 ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ + 5 5 r 5 + 5 5 + 5 + r

6 ｲﾎﾞﾆｼ (1) (2) (5) (1)

7 ｺｼﾀｶｶﾞﾝｶﾞﾗ (1) (4) (4) (4) (5) (1) (6) (5) (2) (3) (1) (1)

8 ﾚｲｼｶﾞｲ (2) (3)

9 ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ r r

10 ﾅﾐﾏｶﾞｼﾜ科 (4)

11 ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ (1) (2) (1) (2) (1)

12 泥巣 +

注)1.数字は被度(％)を表し、+記号は５％以下、r記号は１％未満を示す。

   2.(　)内の数字は個体数を表す。

動
　
　
物

植
　
　
物
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表４－３－５－２ 付着生物(植物)藻長測定結果 

 

調査日：平成26年 2月 6日

出現種＼地点 Sｔ.A Sｔ.B

ｲﾄｸﾞｻ属 10mm～200mm 10mm～200mm

ｼｵｸﾞｻ属 5mm～10mm ---

藍藻綱 測定不可 ---

ｲｷﾞｽ科 5mm～10mm 5mm～10mm

ｽｽｶｹﾍﾞﾆ 50mm～100mm ---

ﾀｵﾔｷﾞｿｳ 50mm～150mm 50mm～180mm

ﾌｸﾛﾌﾉﾘ --- 50mm～100mm

ｵｷﾂﾉﾘ --- 30mm～50mm

ｱｵｻ属 --- 10mm～80mm

ﾂﾙﾂﾙ --- 10mm～100mm

ﾑｶﾃﾞﾉﾘ属 --- 10mm～50mm

ﾏｸｻ --- 10mm～100mm

ｵｺﾞﾉﾘ属 --- 50mm～200mm

ｶﾊﾞﾉﾘ --- 30mm～70mm
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図４－３－５－１ 調査測点断面摸式 
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【調査点Ａ】
調査日：平成26年2月 6日

 
図４－３－５－２(1) 主な付着生物の鉛直分布
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図４－３－５－２(2) 主な付着生物の鉛直分布 
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表４－３－５－３ 付着生物調査結果概要(坪刈り：植物) [平成 25 年度冬季分] 
調査年月日：平成26年 2月 6日

調査点　 Ａ Ｂ

　項目 層　 上層 中層 下層 上層 中層 下層

緑藻植物門 1         1         1         2         2         3   ( 0   ～ 2   )

褐藻植物門 1         1   ( 0   ～ 1   )

紅藻植物門 4         3         2         3         6         6         11   ( 2   ～ 6   )

そ  の  他 1         1   ( 0   ～ 1   )

合      計 5         3         5         4         8         8         16   ( 3   ～ 8   )

緑藻植物門 +         0.07      +         0.10      0.30      0.08 ( +   ～ 0.30 )

褐藻植物門 +         0.00 ( 0.00 ～ +   )

紅藻植物門 2.54      27.69      6.83      26.55      226.61      67.93      59.69 ( 2.54 ～ 226.61 )

そ  の  他 0.17      0.03 ( 0.00 ～ 0.17 )

(g) 合      計 2.54      27.69      7.07      26.55      226.71      68.23      59.80 ( 2.54 ～ 226.71 )

緑藻植物門 0.0       1.0       -         -         0.4       0.1 ( 0.0 ～ 1.0 )

褐藻植物門 -         - ( 0.0 ～ - )

紅藻植物門 100.0       100.0       96.6       100.0       100.0       99.6       99.8 ( 96.6 ～ 100.0 )

（%） そ  の  他 2.4       0.1 ( 0.0 ～ 2.4 )

ｼｮｳｼﾞｮｳｹﾉﾘ ｼｮｳｼﾞｮｳｹﾉﾘ ｲｷﾞｽ属 ﾌｸﾛﾌﾉﾘ ｼｮｳｼﾞｮｳｹﾉﾘ ｼｮｳｼﾞｮｳｹﾉﾘ ｼｮｳｼﾞｮｳｹﾉﾘ

2.54(100.0) 23.94(86.5) 6.83(96.6) 25.08(94.5) 200.3(88.4) 36.42(53.4) 44.11(73.8)

ｲｷﾞｽ属 ﾏｸｻ ﾏｸｻ

3.74(13.5) 28.69(42.0) 11.88(13.2)

(カッコ内は組成比：%)

注：1.上層は平均水面、中層は大潮最低低潮面、下層は大潮最低低潮面-1mを示す。

　　2.平均欄の種類数は総種類数を示す。

　　3.主要種は各調査点の各層で上位5種(ただし組成比10%以上のもの)を示す。ただし、0.01g/0.09m2未満の場合は除く。

　　4.湿重量は0.09m2当たりで示す。湿重量の「+」は0.01g未満を示し、湿重量組成比欄の「-」は計算不能を示す。

)

種
　
類
　
数

平均 ( 最小 ～ 最大

主要種

湿重量

湿
 
重
 
量

湿
重
量

組
成
比
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表４－３－５－４ 付着生物出現種一覧(坪刈り：植物） [平成 25 年度冬季分] 

番号 門 綱 目 科 学名 和名

1 緑藻植物 緑藻 ｱｵｻ ｱｵｻ Ulva  sp. ｱｵｻ属

2 ｼｵｸﾞｻ ｼｵｸﾞｻ Cladophora  sp. ｼｵｸﾞｻ属

3 ﾊﾈﾓ ﾊﾈﾓ Bryopsis  sp. ﾊﾈﾓ属

4 褐藻植物 褐藻 ｶﾔﾓﾉﾘ ｶﾔﾓﾉﾘ Colpomenia sinuosa ﾌｸﾛﾉﾘ

5 紅藻植物 紅藻 ｳｼｹﾉﾘ ｳｼｹﾉﾘ Porphyra  sp. ｱﾏﾉﾘ属

6 ﾃﾝｸﾞｻ ﾃﾝｸﾞｻ Gelidium elegans ﾏｸｻ

7 ｽｷﾞﾉﾘ ｲｿﾓｯｶ Caulacanthus ustulatus ｲｿﾀﾞﾝﾂｳ

8 ﾌﾉﾘ Gloiopeltis furcata ﾌｸﾛﾌﾉﾘ

9 ｽｷﾞﾉﾘ Chondrus  sp. ﾂﾉﾏﾀ属

10 ﾑｶﾃﾞﾉﾘ Grateloupia filicina ﾑｶﾃﾞﾉﾘ

11 Grateloupia turuturu ﾂﾙﾂﾙ

12 ｵｷﾂﾉﾘ Ahnfeltiopsis flabelliformis ｵｷﾂﾉﾘ

13 ｵｺﾞﾉﾘ ｵｺﾞﾉﾘ Gracilaria textorii ｶﾊﾞﾉﾘ

14 ｲｷﾞｽ ｲｷﾞｽ Ceramium  sp. ｲｷﾞｽ属

15 ﾌｼﾞﾏﾂﾓ Polysiphonia senticulosa ｼｮｳｼﾞｮｳｹﾉﾘ

16 黄色植物 珪藻 羽状 ﾅﾋﾞｸﾗ Naviculaceae ﾅﾋﾞｸﾗ科  

 

 

表４－３－５－５ 付着生物調査結果(坪刈り：植物：湿重量) [平成 25 年度冬季分]  
調査年月日：平成26年 2月 6日

調査点 A B

番号 学名　　　　　　　　　　　　　　層 上層 中層 下層 上層 中層 下層

1 Ulva  sp. +   0.10 0.30 0.40

2 Cladophora  sp. +   +   +   

3 Bryopsis  sp. +   0.07 0.07

4 Colpomenia sinuosa +   +   

5 Porphyra  sp. +   0.02 0.02

6 Gelidium elegans 0.01 +   18.81 28.69 47.51

7 Caulacanthus ustulatus +   +   

8 Gloiopeltis furcata 25.08 25.08

9 Chondrus  sp. 0.56 0.56

10 Grateloupia filicina 2.58 2.55 5.13

11 Grateloupia turuturu 3.28 0.13 3.41

12 Ahnfeltiopsis flabelliformis 1.08 0.03 1.11

13 Gracilaria textorii 0.11 0.11

14 Ceramium  sp. +   3.74 6.83 10.57

15 Polysiphonia senticulosa 2.54 23.94 1.45 200.30 36.42 264.65

16 Naviculaceae 0.17 0.17

種類数 5 3 5 4 8 8 16
合計 2.54 27.69 7.07 26.55 226.71 68.23 358.79

注： 1.上層は平均水面、中層は大潮最低低潮面、下層は大潮最低低潮面-1mを示す。

2.「+」は0.01g未満を示す。

3.湿重量(g)は0.09m
2
当たりで示す。ただし、調査点合計の欄は0.54m

2
当たりで示す。

合計
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表４－３－５－６(1) 付着生物調査結果概要(坪刈り：動物：個体数) [平成 25 年度冬季分] 

 

調査年月日：平成26年 2月6日

調査点　 Ａ Ｂ

項目 層　 上　層 中　層 下　層 上　層 中　層 下　層

軟体動物門 8       6       14       3       8       11       27   ( 3  ～ 14   )

環形動物門 9       17       20       3       9       8       30   ( 3  ～ 20   )

節足動物門 4       11       14       5       8       7       22   ( 4  ～ 14   )

そ　の　他 8       11       15       2       6       4       18   ( 2  ～ 15   )

合　　　計 29       45       63       13       31       30       97   ( 13  ～ 63   )

軟体動物門 170       13       42       3       292       592       185   ( 3  ～ 592   )

環形動物門 355       3,502       2,486       3       80       302       1,121   ( 3  ～ 3,502   )

節足動物門 19       129       266       41       22       194       112   ( 19  ～ 266   )

そ　の　他 13       275       213       2       8       17       88   ( 2  ～ 275   )

合　　　計 557       3,919       3,007       49       402       1,105       1,506   ( 49  ～ 3,919   )

軟体動物門 30.5     0.3     1.4     6.1     72.6     53.6     12.3 ( 0.3 ～ 72.6 )

環形動物門 63.7     89.4     82.7     6.1     19.9     27.3     74.4 ( 6.1 ～ 89.4 )

節足動物門 3.4     3.3     8.8     83.7     5.5     17.6     7.4 ( 3.3 ～ 83.7 )

（%） そ　の　他 2.3     7.0     7.1     4.1     2.0     1.5     5.8 ( 1.5 ～ 7.1 )

ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ﾄﾞﾃﾞｶｹﾘｱ属 ﾄﾞﾃﾞｶｹﾘｱ属 ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ ｳﾐｳｼ目 ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ﾄﾞﾃﾞｶｹﾘｱ属

270(48.5) 1,307(33.4) 1,135(37.7) 19(38.8) 216(53.7) 523(47.3) 407(27.0)

主要種 ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ﾋｱﾚ属 ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ

個体数 70(12.6) 1,257(32.1) 783(26.0) 17(34.7) 63(15.7) 170(15.4) 392(26.0)

ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ

155(14.0)

注：1.上層は平均水面、中層は大潮最低低潮面、下層は大潮最低低潮面-1mを示す。

　　2.種類数の平均は総種類数を示す。

　　3.主要種は各調査点の各層で上位5種(ただし組成比10%以上のもの)を示す。

　　4.個体数は0.09m2当たりで示す。

最大 )平均 ( 最小 ～

種
類
数

個
体
数

個
体
数

組
成
比

(カッコ内は組成比：%)
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表４－３－５－６(2) 付着生物調査結果概要(坪刈り：動物：湿重量) [平成 25 年度冬季分] 

 

調査年月日：平成26年 2月6日

調査点　 Ａ Ｂ

項目 層　 上　層 中　層 下　層 上　層 中　層 下　層

軟体動物門 8.90       1.73       8.43       1.08       11.45       52.35       13.99 ( 1.08 ～ 52.35 )

環形動物門 4.73       20.73       15.78       +          0.41       4.59       7.71 ( +   ～ 20.73 )

節足動物門 0.07       3.42       4.50       0.31       0.08       100.57       18.16 ( 0.07 ～ 100.57 )

そ　の　他 7.24       521.36       145.04       +          0.99       21.26       115.98 ( +   ～ 521.36 )

(g) 合　　　計 20.94       547.24       173.75       1.39       12.93       178.77       155.84 ( 1.39 ～ 547.24 )

軟体動物門 42.5        0.3        4.9        77.7        88.6        29.3        9.0 ( 0.3 ～ 88.6 )

環形動物門 22.6        3.8        9.1        +          3.2        2.6        4.9 ( +   ～ 22.6 )

節足動物門 0.3        0.6        2.6        22.3        0.6        56.3        11.7 ( 0.3 ～ 56.3 )

（%） そ　の　他 34.6        95.3        83.5        +          7.7        11.9        74.4 ( +   ～ 95.3 )

ｲﾎﾞﾆｼ ﾎﾟﾘｸﾘﾆ科 ﾎﾟﾘｸﾘﾆ科 ｷｸﾉﾊﾅｶﾞｲ ｺｼﾀﾞｶｶﾞﾝｶﾞﾗ ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ ﾎﾟﾘｸﾘﾆ科

6.83(32.6) 489.91(89.5) 89.17(51.3) 0.95(68.3) 9.00(69.6) 100.07(56.0) 97.03(62.2)

主要種 ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ 普通海綿綱 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ科 ｲﾎﾞﾆｼ ｺｼﾀﾞｶｶﾞﾝｶﾞﾗ ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ

湿重量 4.33(20.7) 26.48(15.2) 0.17(12.2) 1.96(15.2) 22.97(12.8) 16.72(10.7)

普通海綿綱 ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ

3.46(16.5) 21.18(11.8)

ﾎﾟﾘｸﾘﾆ科

3.09(14.8)

注：1.上層は平均水面、中層は大潮最低低潮面、下層は大潮最低低潮面-1mを示す。

　　2.主要種は各調査点の各層で上位5種(ただし組成比10%以上のもの)を示す。

　　3.湿重量は0.09m2当たりで示す。

　　4.湿重量が0.01g/0.09m2未満の場合、湿重量及び湿重量組成比は「+」で示す。

(カッコ内は組成比：%)

湿
重
量

組
成
比

湿
重
量

最大 )平均 ( 最小 ～

 

 



 

62 

表４－３－５－７(1) 付着生物出現種一覧（坪刈り：動物） [平成 25 年度冬季分] 

調査年月日：平成26年 2月6日

番号 門 綱 目 科 学名 和名

1 海綿動物 石灰海綿   CALCAREA 石灰海綿綱

2 普通海綿 DEMOSPONGIAE 普通海綿綱

3 刺胞動物 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ  ACTINIARIA ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目

4 扁形動物 ｳｽﾞﾑｼ ﾋﾗﾑｼ  POLYCLADIDA ﾋﾗﾑｼ目

5 紐形動物    NEMERTINEA 紐形動物門

6 軟体動物 ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ Acanthochitona defilippi ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ

7 Acanthochiton rubrolineatus ﾋﾒｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ

8 ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ Liolophura japonica ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ

9 ﾏｷｶﾞｲ ｵｷﾅｴﾋﾞｽ ﾕｷﾉｶｻｶﾞｲ Patelloida pygmaea ﾋﾒｺｻﾞﾗｶﾞｲ

10 Collisella sp.

11 ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ Omphalius rusticus ｺｼﾀﾞｶｶﾞﾝｶﾞﾗ

12 ﾆﾅ ﾘｿﾂﾎﾞ Alvania concinna ﾀﾏﾂﾎﾞ

13 ｵﾆﾉﾂﾉｶﾞｲ Bittium sp. ﾁﾋﾞｶﾆﾓﾘ属

14 ｶﾘﾊﾞｶﾞｻｶﾞｲ Crepidula onyx ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ

15 ﾍﾞｯｺｳﾀﾏｶﾞｲ Lamellariidae ﾍﾞｯｺｳﾀﾏｶﾞｲ科

16 ﾊﾞｲ ｱｸｷｶﾞｲ Thais bronni ﾚｲｼｶﾞｲ

17 Thais clavigera ｲﾎﾞﾆｼ

18 ﾀﾓﾄｶﾞｲ Mitrella bicincta ﾑｷﾞｶﾞｲ

19 Zafra  sp.

20 ｲﾄｶｹｶﾞｲ ｲﾄｶｹｶﾞｲ Alexania inazawai ｲﾅｻﾞﾜﾊﾍﾞｶﾞｲ

21 ﾐﾂｸﾁｷﾘｵﾚｶﾞｲ Triphoridae ﾐﾂｸﾁｷﾘｵﾚｶﾞｲ科

22 ｸﾁｷﾚｶﾞｲ ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ Pyramidellidae ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ科

23 ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ ﾀﾏｺﾞｶﾞｲ Haloa japonica ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ

24 ｳﾐｳｼ  NUDIBRANCHIA ｳﾐｳｼ目

25 ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ ｺｳﾀﾞｶｶﾗﾏﾂｶﾞｲ Siphonaria sirius ｷｸﾉﾊﾅｶﾞｲ

26   egg of GASTROPODA ﾏｷｶﾞｲ綱の卵

27 ﾆﾏｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Musculista senhousia ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ

28 Musculus cupreus ﾀﾏｴｶﾞｲ

29 Mytilus edulis ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ

30 ﾊﾏｸﾞﾘ ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ Irus  sp. ﾏﾂｶｾﾞｶﾞｲ属

31 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ Petricolidae ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ科

32 頭足 八腕形 ﾏﾀﾞｺ Octopodidae ﾏﾀﾞｺ科

33 環形動物 ｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｳﾛｺﾑｼ Harmothoe sp.

34 Halosydna brevisetosa ﾐﾛｸｳﾛｺﾑｼ

35 Lepidonotus sp.

36 ﾀﾝｻﾞｸｺﾞｶｲ Chrysopetalidae ﾀﾝｻﾞｸｺﾞｶｲ科

37 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ Eulalia sp.

38 Eumida  sp.

39 Genetyllis  sp.

40 Phyllodocidae ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科

41 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromus sp.

42 ｼﾘｽ Autolytinae ｱｳﾄﾘﾀｽ亜科

43 Syllinae ｼﾘｽ亜科

44 ｺﾞｶｲ Neanthes caudata ﾋﾒｺﾞｶｲ

45 Nereis heterocirrata ﾋｹﾞﾌﾞﾄｺﾞｶｲ

46 Nereis multignatha

47 Perinereis cultrifera ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ

48 Platynereis bicanaliculata ﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ

49 ｲｿﾒ ｲｿﾒ Eunice sp.

50 ﾉﾘｺｲｿﾒ Dorvilleidae ﾉﾘｺｲｿﾒ科

51 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ Polydora sp.

52 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Cirriformia tentaculata ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ

53 Dodecaceria sp.

54 ｽﾋﾟｵ Tharyx  sp.

55 ｲﾄｺﾞｶｲ ｲﾄｺﾞｶｲ Capitella  sp.

56 ﾌｻｺﾞｶｲ ﾌｻｺﾞｶｲ Nicolea  sp.

57 Terebella  sp.

58 Terebellidae ﾌｻｺﾞｶｲ科

59 ｹﾔﾘ ｹﾔﾘ Sabella  sp.

60 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ Hydroides ezoensis ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ

61 Pomatoleios krausii ﾔｯｺｶﾝｻﾞｼ

62 Serpulidae ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科
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表４－３－５－７(2) 付着生物出現種一覧(坪刈り：動物) [平成 25 年度冬季分] 

 
調査年月日：平成26年 2月6日

番号 門 綱 目 科 学名 和名

63 節足動物 ｳﾐｸﾞﾓ   PYCNOGONIDA ｳﾐｸﾞﾓ綱

64 甲殻 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ﾌｼﾞﾂﾎﾞ Balanus trigonus ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ

65 ﾀﾅｲｽ ﾀﾅｲｽ Anatanais normani ﾉﾙﾏﾝﾀﾅｲｽ

66 ﾜﾗｼﾞﾑｼ ｳﾐﾅﾅﾌｼ Paranthuridae ｳﾐﾅﾅﾌｼ科

67 ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ Janiridae ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ科

68 ｺﾂﾌﾞﾑｼ Dynoides dentisinus ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ

69 ﾖｺｴﾋﾞ ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ Ampithoe sp.

70 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ Aoridae ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ科

71 ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ Stenothoe sp.

72 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ Hyale sp.

73 ｱｺﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ Pontogeneia rostrata ｱｺﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ

74 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ Elasmopus japonicus ｲｿﾖｺｴﾋﾞ

75 ｴﾝﾏﾖｺｴﾋﾞ Paradexamine sp.

76 ﾜﾚｶﾗ Caprella penantis ﾏﾙｴﾗﾜﾚｶﾗ

77 ｴﾋﾞ ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ Paguridae ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ科

78 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ Pilumnus minutus ﾋﾒｹﾌﾞｶｶﾞﾆ

79 Sphaerozius nitidus ｽﾍﾞｽﾍﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ

80 Xanthidae ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科

81 ｲﾜｶﾞﾆ Gaetice depressus ﾋﾗｲｿｶﾞﾆ

82 ｶｲｶﾑﾘ Dromiidae ｶｲｶﾑﾘ科

83 ｸﾓｶﾞﾆ Pyromaia tuberculata ｲｯｶｸｸﾓｶﾞﾆ

84 Pugettia quadridens quadridens ﾖﾂﾊﾞﾓｶﾞﾆ

85 触手動物 ﾎｳｷﾑｼ ﾎｳｷﾑｼ ﾎｳｷﾑｼ Phoronis sp.

86 ｺｹﾑｼ ﾌﾀｺｹﾑｼ ｱﾐﾒｺｹﾑｼ Membraniporidae ｱﾐﾒｺｹﾑｼ科

87 ﾌｻｺｹﾑｼ Bugulidae ﾌｻｺｹﾑｼ科

88 ﾋﾗｺｹﾑｼ Schizoporellidae ﾋﾗｺｹﾑｼ科

89 ｺﾌﾞｺｹﾑｼ Celleporinidae ｺﾌﾞｺｹﾑｼ科

90 棘皮動物 ﾋﾄﾃﾞ ﾄｹﾞﾋﾄﾃﾞ ｱｽﾃﾘﾅ Asterina pectinifera ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ

91 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ   OPHIUROIDEA ｸﾓﾋﾄﾃﾞ綱

92 原索動物 ﾎﾔ ﾋﾒﾎﾞﾔ ﾎﾟﾘｸﾘﾆ Polyclinidae ﾎﾟﾘｸﾘﾆ科

93 ﾏﾎﾞﾔ ﾎﾞﾄﾘﾙｽ Botryllidae ﾎﾞﾄﾘﾙｽ科

94 ｽﾁｴﾗ Styelidae ｽﾁｴﾗ科

95 ﾋﾟｳﾗ Pyuridae ﾋﾟｳﾗ科

96   ASCIDIACEA(colony) ﾎﾔ綱(群体性)

97 脊椎動物 硬骨魚 ｽｽﾞｷ ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ Pictiblennius yatabei ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ  
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表４－３－５－８(1) 付着生物調査結果(坪刈り：動物：個体数) [平成 25 年度冬季分] 
調査年月日：平成26年 2月6日

調査点 A B

番号 学名　　　　　　　　　　　　　　層 上層 中層 下層 上層 中層 下層

1 CALCAREA * *

2 DEMOSPONGIAE * * * *

3 ACTINIARIA 1 2 3

4 POLYCLADIDA 5 45 12 2 5 69

5 NEMERTINEA 4 18 24 1 1 3 51

6 Acanthochitona defilippi 70 70

7 Acanthochiton rubrolineatus 18 2 20

8 Liolophura japonica 51 51

9 Patelloida pygmaea 2 2

10 Collisella sp. 1 1

11 Omphalius rusticus 4 2 6

12 Alvania concinna 2 4 6

13 Bittium sp. 14 3 17

14 Crepidula onyx 2 8 10

15 Lamellariidae 1 1

16 Thais bronni 4 3 7

17 Thais clavigera 13 1 3 3 1 21

18 Mitrella bicincta 10 14 24

19 Zafra  sp. 4 4

20 Alexania inazawai 1 1

21 Triphoridae 1 1

22 Pyramidellidae 1 1

23 Haloa japonica 2 3 5

24 NUDIBRANCHIA 1 216 217

25 Siphonaria sirius 1 1

26 egg of GASTROPODA * *

27 Musculista senhousia 1 63 523 587

28 Musculus cupreus 1 5 4 2 12

29 Mytilus edulis 1 1 1 3

30 Irus  sp. 8 8

31 Petricolidae 1 1 1 32 35

32 Octopodidae 1 1

33 Harmothoe sp. 8 13 18 39

34 Halosydna brevisetosa 1 13 7 21

35 Lepidonotus sp. 27 3 30

36 Chrysopetalidae 16 16

37 Eulalia sp. 17 8 3 28

38 Eumida  sp. 1 1

39 Genetyllis  sp. 2 2

40 Phyllodocidae 16 1 17

41 Ophiodromus sp. 2 200 90 1 7 30 330

42 Autolytinae 8 43 51

43 Syllinae 18 383 241 12 2 656

44 Neanthes caudata 4 4

45 Nereis heterocirrata 1 1

46 Nereis multignatha 1 4 1 6

47 Perinereis cultrifera 2 16 4 22

48 Platynereis bicanaliculata 1 1

49 Eunice sp. 1 1

50 Dorvilleidae 4 4

51 Polydora sp. 92 28 120

52 Cirriformia tentaculata 2 4 2 155 163

53 Dodecaceria sp. 1,307 1,135 1 2,443

54 Tharyx  sp. 1 1

55 Capitella  sp. 2 88 90

56 Nicolea  sp. 1 1

57 Terebella  sp. 8 17 25

58 Terebellidae 34 56 90

59 Sabella  sp. 138 57 195

60 Hydroides ezoensis 270 1,257 783 39 4 2,353

61 Pomatoleios krausii 16 16

62 Serpulidae 1 1

注： 1.「*」は群体性の種の出現を示す。

2.個体数は0.09m
2
当たりで示す。ただし、調査点合計の欄は0.54m

2
当たりで示す。

合計
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表４－３－５－８(2) 付着生物調査結果(坪刈り：動物：個体数) [平成 25 年度冬季分] 

調査年月日：平成26年 2月6日

調査点 A B

番号 学名　　　　　　　　　　　　　　層 上層 中層 下層 上層 中層 下層

63 PYCNOGONIDA 12 1 13

64 Balanus trigonus 8 170 178

65 Anatanais normani 1 2 2 11 16

66 Paranthuridae 1 3 11 3 18

67 Janiridae 1 14 48 63

68 Dynoides dentisinus 15 19 34

69 Ampithoe sp. 3 3

70 Aoridae 5 26 1 32

71 Stenothoe sp. 5 5

72 Hyale sp. 2 2 1 17 1 23

73 Pontogeneia rostrata 1 1

74 Elasmopus japonicus 12 6 1 19

75 Paradexamine sp. 1 1 2

76 Caprella penantis 43 1 44

77 Paguridae 1 2 3 6

78 Pilumnus minutus 18 153 171

79 Sphaerozius nitidus 11 10 21

80 Xanthidae 2 2 4

81 Gaetice depressus 5 5

82 Dromiidae 8 8

83 Pyromaia tuberculata 2 2

84 Pugettia quadridens quadridens 2 1 3

85 Phoronis sp. 1 1 2

86 Membraniporidae * *

87 Bugulidae * * *

88 Schizoporellidae * *

89 Celleporinidae * * *

90 Asterina pectinifera 1 9 10

91 OPHIUROIDEA 1 148 131 1 3 * 284

92 Polyclinidae * * * *

93 Botryllidae * * *

94 Styelidae 2 53 32 87

95 Pyuridae 10 9 19

96 ASCIDIACEA(colony) * *

97 Pictiblennius yatabei 1 2 3

種類数 29 45 63 13 31 30 97

合計 557 3,919 3,007 49 402 1,105 9,039

注： 1.「*」は群体性の種の出現を示す。

2.個体数は0.09m
2
当たりで示す。ただし、調査点合計の欄は0.54m

2
当たりで示す。

合計
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表４－３－５－９(1) 付着生物調査結果(坪刈り：動物：湿重量) [平成 25 年度冬季分] 
調査年月日：平成26年 2月6日

調査点 A B

番号 学名　　　　　　　　　　　　　　層 上層 中層 下層 上層 中層 下層

1 CALCAREA +   +   

2 DEMOSPONGIAE 3.46 1.85 26.48 31.79

3 ACTINIARIA 0.10 0.62 0.72

4 POLYCLADIDA 0.03 0.72 0.08 +   0.05 0.88

5 NEMERTINEA 0.01 0.03 0.04 +   +   0.03 0.11

6 Acanthochitona defilippi 1.68 1.68

7 Acanthochiton rubrolineatus 0.07 0.03 0.10

8 Liolophura japonica 0.27 0.27

9 Patelloida pygmaea 0.02 0.02

10 Collisella sp. 0.13 0.13

11 Omphalius rusticus 9.00 22.97 31.97

12 Alvania concinna +   +   +   

13 Bittium sp. 0.02 +   0.02

14 Crepidula onyx +   0.02 0.02

15 Lamellariidae 0.43 0.43

16 Thais bronni 4.68 16.93 21.61

17 Thais clavigera 6.83 0.91 2.21 1.96 0.85 12.76

18 Mitrella bicincta 1.00 1.96 2.96

19 Zafra  sp. 0.01 0.01

20 Alexania inazawai +   +   

21 Triphoridae +   +   

22 Pyramidellidae +   +   

23 Haloa japonica 0.02 0.43 0.45

24 NUDIBRANCHIA 0.02 0.30 0.32

25 Siphonaria sirius 0.95 0.95

26 egg of GASTROPODA 0.03 0.03

27 Musculista senhousia +   0.19 5.24 5.43

28 Musculus cupreus 0.01 0.34 0.09 +   0.44

29 Mytilus edulis +   +   +   +   

30 Irus  sp. 1.82 1.82

31 Petricolidae +   0.14 +   2.15 2.29

32 Octopodidae 0.23 0.23

33 Harmothoe sp. 0.04 0.14 0.35 0.53

34 Halosydna brevisetosa 0.05 0.49 0.26 0.80

35 Lepidonotus sp. 0.06 +   0.06

36 Chrysopetalidae 0.02 0.02

37 Eulalia sp. 0.06 +   +   0.06

38 Eumida  sp. 0.01 0.01

39 Genetyllis  sp. +   +   

40 Phyllodocidae 0.42 0.03 0.45

41 Ophiodromus sp. +   0.47 0.10 +   +   0.18 0.75

42 Autolytinae 0.02 0.08 0.10

43 Syllinae 0.13 1.82 1.43 0.04 0.02 3.44

44 Neanthes caudata +   +   

45 Nereis heterocirrata +   +   

46 Nereis multignatha +   +   +   +   

47 Perinereis cultrifera +   0.02 +   0.02

48 Platynereis bicanaliculata 0.01 0.01

49 Eunice sp. 0.03 0.03

50 Dorvilleidae +   +   

51 Polydora sp. 0.09 0.03 0.12

52 Cirriformia tentaculata 0.11 0.06 0.07 3.83 4.07

53 Dodecaceria sp. 2.08 3.93 +   6.01

54 Tharyx  sp. +   +   

55 Capitella  sp. +   0.17 0.17

56 Nicolea  sp. 0.19 0.19

57 Terebella  sp. 0.06 0.18 0.24

58 Terebellidae 0.62 0.89 1.51

59 Sabella  sp. 2.36 0.28 2.64

60 Hydroides ezoensis 4.33 12.15 8.20 0.16 0.03 24.87

61 Pomatoleios krausii 0.10 0.10

62 Serpulidae 0.04 0.04

注： 1.「+」は0.01g未満を示す。

2.湿重量は0.09m
2
当たりで示す。ただし、調査点合計の欄は0.54m

2
当たりで示す。

合計
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表４－３－５－９(2) 付着生物調査結果(坪刈り：動物：湿重量) [平成 25 年度冬季分] 

調査年月日：平成26年 2月6日

調査点 A B

番号 学名　　　　　　　　　　　　　　層 上層 中層 下層 上層 中層 下層

63 PYCNOGONIDA 0.08 +   0.08

64 Balanus trigonus 0.24 100.07 100.31

65 Anatanais normani +   +   +   +   +   

66 Paranthuridae +   +   0.02 +   0.02

67 Janiridae +   0.01 0.02 0.03

68 Dynoides dentisinus 0.06 0.07 0.13

69 Ampithoe sp. +   +   

70 Aoridae +   +   +   +   

71 Stenothoe sp. +   +   

72 Hyale sp. 0.01 +   +   0.07 +   0.08

73 Pontogeneia rostrata +   +   

74 Elasmopus japonicus 0.02 0.01 +   0.03

75 Paradexamine sp. +   +   +   

76 Caprella penantis 0.14 +   0.14

77 Paguridae 0.17 0.06 0.38 0.61

78 Pilumnus minutus 0.09 2.97 3.06

79 Sphaerozius nitidus 0.48 0.66 1.14

80 Xanthidae 0.05 0.02 0.07

81 Gaetice depressus 0.12 0.12

82 Dromiidae 0.10 0.10

83 Pyromaia tuberculata +   +   

84 Pugettia quadridens quadridens 2.45 0.58 3.03

85 Phoronis sp. +   +   +   

86 Membraniporidae 0.35 0.35

87 Bugulidae 0.16 4.29 4.45

88 Schizoporellidae +   +   

89 Celleporinidae 0.70 0.95 1.65

90 Asterina pectinifera 0.99 21.18 22.17

91 OPHIUROIDEA +   0.40 0.14 +   +   +   0.54

92 Polyclinidae 3.09 489.91 89.17 582.17

93 Botryllidae 11.12 14.71 25.83

94 Styelidae 0.20 4.44 3.95 8.59

95 Pyuridae 11.86 4.12 15.98

96 ASCIDIACEA(colony) 0.27 0.27

97 Pictiblennius yatabei 0.17 0.22 0.39

種類数 29 45 63 13 31 30 97

合計 20.94 547.24 173.75 1.39 12.93 178.77 935.02

注： 1.「+」は0.01g未満を示す。

2.湿重量は0.09m2当たりで示す。ただし、調査点合計の欄は0.54m2当たりで示す。

合計
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表４－３－６－１ 漁獲対象動植物調査結果概要(刺し網) [平成 25 年度冬季分] 

 

調査年月日：平成26年2月5～6日

項　目　　　＼　　　調査点 イ

魚　　類 8

甲 殻 類 2

頭 足 類 0

そ の 他 0

合　　計 10

魚　　類 26

甲 殻 類 2

頭 足 類 0

そ の 他 0

合　　計 28

魚　　類 3,646.3

甲 殻 類 71.1

頭 足 類 0.0

そ の 他 0.0

（g） 合　　計 3,717.4

注：個体数、湿重量は1網当たりで示す。

種
　
類
　
数

個
　
体
　
数

湿

重

量
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表４－３－６－２ 漁獲対象動植物調査結果(刺し網：主要種) [平成 25 年度冬季分] 

 

調査年月日：平成26年2月5～6日

項　目　　　　　＼　　　　　調査点 イ

魚　類 シログチ (50.0)
カタクチイワシ (15.4)
イヌノシタ (11.5)
シロギス ( 7.7)

甲殻類 イシガニ (50.0)
シャコ (50.0)

頭足類

魚　類 シログチ (66.7)
イヌノシタ (19.4)
メイタガレイ ( 5.2)

甲殻類 イシガニ (87.9)
シャコ (12.1)

頭足類

注：1.個体数、湿重量は1網当たりで示す。

　　2.主要種は各調査点の各分類群で上位5種（ただし組成比5%以上のもの）を示す。

個体数

（カッコ内は組
成比%）

主

要

種

湿重量

(g)

（カッコ内は組
成比%）
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表４－３－６－３ 漁獲対象動植物調査結果(刺し網) [平成 25 年度冬季分] 

 

調査年月日：平成26年2月5～6日

番号 門 綱  目 科 学名 和名 個体数 湿重量(g)

1 節足動物 甲殻 ｴﾋﾞ ﾜﾀﾘｶﾞﾆ Charybdis japonica ｲｼｶﾞﾆ 1 62.5

2 ｼｬｺ ｼｬｺ Oratosquilla oratoria ｼｬｺ 1 8.6

3 脊椎動物 硬骨魚 ﾆｼﾝ ﾆｼﾝ Sardinops melanostictus ﾏｲﾜｼ 1 68.8

4 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ Engraulis japonicus ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 4 14.8

5 ｽｽﾞｷ ｷｽ Sillago japonica ｼﾛｷﾞｽ 2 88.0

6 ｱｼﾞ Decapterus maruadsi ﾏﾙｱｼﾞ 1 33.1

7 ﾆﾍﾞ Argyrosomus argentatus ｼﾛｸﾞﾁ 13 2431.6

8 ｶﾚｲ ｶﾚｲ Pleuronichthys cornutus ﾒｲﾀｶﾞﾚｲ 1 189.3

9 Pleuronectes yokohamae ﾏｺｶﾞﾚｲ 1 113.7

10 ｳｼﾉｼﾀ Cynoglossus robustus ｲﾇﾉｼﾀ 3 707.0

28 3717.4

注：個体数、湿重量は1網当たりで示す。

合計
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表４－３－６－４ 漁獲対象動植物調査結果概要(底引網) [平成 25 年度冬季分] 

 

調査年月日：平成26年 2月 6日

項　目　　　＼　　　調査点 イ

魚　　類 6

甲 殻 類 9

頭 足 類 1

そ の 他 0

合　　計 16

魚　　類 32

甲 殻 類 40

頭 足 類 1

そ の 他 0

合　　計 73

魚　　類 1,982.3

甲 殻 類 640.3

頭 足 類 196.1

そ の 他 0.0

（g） 合　　計 2,818.7

注：個体数、湿重量は1網当たりで示す。

種
　
類
　
数

個
　
体
　
数

湿

重

量
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表４－３－６－５ 漁獲対象動植物調査結果 (底引網：主要種) [平成 25 年度冬季分] 

 

調査年月日：平成26年 2月 6日

項　目　　　　　＼　　　　　調査点 イ

魚　類 アカシタビラメ (62.5)
ハタタテヌメリ (12.5)
イヌノシタ (12.5)
マコガレイ ( 6.3)

甲殻類 ヘリトリコブシ (25.0)
フタホシイシガニ (25.0)
ヒメガザミ (12.5)
イシガニ (10.0)
ガザミ (10.0)

頭足類 コウイカ (100.0)

魚　類 アカシタビラメ (53.3)
イヌノシタ (33.7)
メイタガレイ ( 6.1)
マコガレイ ( 6.1)

甲殻類 ガザミ (64.3)
イシガニ (26.8)

頭足類 コウイカ (100.0)

注：1.個体数、湿重量は1網当たりで示す。

　　2.主要種は各調査点の各分類群で上位5種（ただし組成比5%以上のもの）を示す。

個体数

（カッコ内は組
成比%）

主

要

種

湿重量

(g)

（カッコ内は組
成比%）
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表４－３－６－６ 漁獲対象動植物調査結果(底引網) [平成 25 年度冬季分] 

 
　　　　調査年月日：平成26年 2月 6日

番号 門 綱  目 科 学名 和名 個体数 湿重量(g)

1 軟体動物 ｲｶ ｺｳｲｶ ｺｳｲｶ Sepia esculenta ｺｳｲｶ 1 196.1

2 節足動物 甲殻 ｴﾋﾞ ｸﾙﾏｴﾋﾞ Trachypenaeus curvirostris ｻﾙｴﾋﾞ 2 7.3

3 Metapenaeopsis acclivis ﾄﾗｴﾋﾞ 2 1.6

4 ﾍｲｹｶﾞﾆ Dorippe frascone ｷﾒﾝｶﾞﾆ 2 15.3

5 ｺﾌﾞｼｶﾞﾆ Philyra heterograna ﾍﾘﾄﾘｺﾌﾞｼ 10 11.0

6 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ Charybdis bimaculata ﾌﾀﾎｼｲｼｶﾞﾆ 10 15.7

7 Charybdis japonica ｲｼｶﾞﾆ 4 171.5

8 Portunus hastatoides ﾋﾒｶﾞｻﾞﾐ 5 5.2

9 Portunus trituberculatus ｶﾞｻﾞﾐ 4 411.6

10 ｼｬｺ ｼｬｺ Oratosquilla oratoria ｼｬｺ 1 1.1

11 脊椎動物 硬骨魚 ﾆｼﾝ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ Engraulis japonicus ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 1 2.4

12 ｳﾊﾞｳｵ ﾈｽﾞｯﾎﾟ Repomucenus valenciennei ﾊﾀﾀﾃﾇﾒﾘ 4 13.9

13 ｶﾚｲ ｶﾚｲ Pleuronichthys cornutus ﾒｲﾀｶﾞﾚｲ 1 121.9

14 Pleuronectes yokohamae ﾏｺｶﾞﾚｲ 2 120.0

15 ｳｼﾉｼﾀ Cynoglossus joyneri ｱｶｼﾀﾋﾞﾗﾒ 20 1056.5

16 Cynoglossus robustus ｲﾇﾉｼﾀ 4 667.6

73 2818.7

注：個体数、湿重量は1網当たりで示す。

合計

 


